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 Another change in the understanding of how the respiratory system  functions 
 in speech pertains to the muscular forces used during the expiratory 
 phase of speech breathing.  The early view was that the muscles of the rib 
 cage (intercostals) were the primary motor elements and that the abdominal 
 muscles contributed to the muscular forces only during loud speech or near the 
 end of the expiratory phases of speech breathing.  The more recent view is 
 that the abdominal muscles maintain activity throughout the expiratory 
 phase of speech breathing and therefore help to regulate the subglottal 
 pressure for speech and song.  There apparently is an efficiency advantage to 
 the relatively continuous abdominal activity during speech.  First, this 
5 
 
 activity supplies a kind of platform for gaining maximal advantage from the 
 expiratory actions of the rib cage.  If the abdominal muscles were switched off, 
 then the expiratory actions of the rib cage would result in an abdominal 
 expansion that would absorb some of the force generated by the rib cage 
 muscles――that is, there would be a net loss of the effective forces for 
 expiration.  Second, the continuous activity in the abdominal muscles could 
 help to keep the diaphragm at an optimal length to generate rapid inspirations 
 as needed. （pp.94－95）  
 The capsule summary of speech breathing is: The inspiratory and 
 expiratory muscles are continuously active during the expiratory phase that 
 supports speaking and singing.  The balanced activity of these two sets of 
 musculature provides the constant subglottal pressure for phonation.  This 
 concept is different from one based on the work of Draper, Ladefoged, and 
 Whitteridge (1959) that continues to be highly influential in descriptions of 


















































５） 二重母音／三重母音 -ie、-ia、-ian、-iang の問題 














④録音をネイティブ話者に聞いてもらい、改善があったかどうか、評価してもら        
 う。 
⑤必要によっては、７章や８章のように考察の対象音群の実像などを最初に探っ























f. shi［ ］ 
g. ri［ ］ 
 

























第２分冊 253 頁から 271 頁に「日本における中国語 u(wu) の教え方・学び方に関する考
察」として掲載された。より正確に言えば、本論２章は、それに新たな調査と筆者の新し
い知見を加えて修正を行なったものである。その他の章の調査／実験は、主に 2008 年２月




















合、文中での表記は「林、王（1992）」「相原、戸沼（1996）」“Iwata & Hirose（1976）” 

































２桁までを MS 明朝（全角）で、３桁以上を Century その他（半角）で表記した。但し、
頁数はすべて Century その他（半角）である。７章の比を用いたところでは、桁数にかか
わらず半角を使用した。中国語には SimSun その他（全角）を用い、中国語ピンインは






   上面となる。中央部に口蓋垂がある。p.74 の図３－１３口蓋舌筋を参照。口蓋舌筋 
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 在汉语中, 声调的数目自然也会比声母和韵母少得多, 声调在语音结构中的负担自 
然也就重得多。例如，普通话有 22 个声母，可是只有四个声调，如果某一个声母读


























































表１A－１   ×は「記述や図示なし」を意味する。太字は声の強弱を表わしているものを表わす。 










  p.20 
  単純線、３付近 「中」から急上昇 「エッ？何ですって 
？」の「エッ？」 
 2  
pp.6－7  
   p.18 
  単純線、３付近 一気にひっぱり上げる。弱→強    
× 
 3 
  p.2 
  細太線、２付近  急激に上昇 「エエッ？」 
 4 
   p.1 
  単純線、３付近  尻上がりの調子 × 
 5 
  p.13 
  単純線、３付近  一気に上げる × 
 6 
 専門 
   p.6 
  単純線、３付近  ３から５に一気に上げる  
      × 
 7 
   p.2 
  細太線、２付近 ×      × 
 8 
   p.5 
  単純線、３付近  急激に上がる      × 
 9 
 専門 
  p.12 
  単純線、３付近         
× 
   
     × 
10 
   p.2 
  細太線、３付近 ×      × 
11    
  p.12 
  p.19 




   p.2 
      × 急上昇、低いところから高く昇る      × 
13 
   p.5 
  細太線、２付近 


















  p.14 
  細太線、３付近  自分のふだんの声の平均的な高
さから始め、一挙に一番高いとこ
ろまで上昇 
      
      × 
15 
  p.10 
  単純線、３付近 一気にひっぱり上げる      × 
 a   単純線、３付近 低い所から急激に      × 16 
   p.3  b   単純線、1付近 尻上がり調子      × 
17 
 専門 
  p.19 





  p.6 





   p.2 
  単純線、３付近 急激に上昇して発音       × 
20 
   p.1 
  単純線、1付近 ×       × 
21  a   単純線、３付近 ×      × 
   p.3  b   単純線、1付近 ×      × 
22 
   p.1 
  単純線、1付近  急激に上昇       × 
23 
   p.7 
  単純線、３付近  一気に引き上げる      × 
24 
   p.1 
  単純線、３付近  高昇調（急激に上昇）      × 
25 











  単純線、２付近          
× 
      
          × 
16 
 
表１A－２   ×は「記述や図示なし」を意味する。太字は声の強弱を表わしているものを表わす。 
表１A－３   ×は「記述や図示なし」を意味する。太字は声の強弱を表わしているものを表わす。 
    11 
対象書番号 種別              言葉や図示による説明 ３）その他特記事項
17 
 
  網かけは不適切な記述を表わす。 
 
 














  細太線、２付近  急激に上昇    
       × 
29 
   p.8 
  単純線、３付近 ×      × 
30 
  p.10 
  単純線、２付近  一気に上げる      × 
31 
   p.2 
  単純線、３付近  やや尻上がり      × 





    29 









  p.7 










     × 
35 
  p.5 
  単純線、３付近  尻上がりに      × 
36 
   p.6 
  単純線、２付近  尻上がり、後ろを強く      × 
37 
   p.9 




















































      















   
























      





































  図１－６ １６番、２１番、３２番「声調象徴図」２種 a、b 
 
 １６番、２１番、３２番は同一著者を含み、いずれも「声調象徴図」２種 a、b を載せて
おり、初学者には b を推奨している（図１－６）。２種の図の第２声の起点が異なる、すな
























































































































































表１B  ×－良くない   △－あまり良くない   ○－まあまあ良い  ◎大変良い 




    主な方法・場所   クリニック以前    クリニック以後 
 1    N.K. 
女  ＜1と2＞ 
  大学で約１年  第２声  ×  第２声 ○  ＋２段階 
第３声も改善。ﾋﾟｯﾁ幅改善 
 2    T.M. 
女   ＜3＞ 
 中国語教室で週１を２か月 
 上海の大学に留学２年半 
 第２声  ○  第２声 ◎  ＋１段階 
 3   E.Y. 
女   ＜4＞ 
 中国人個人教授週２を４か月 
 北京の大学留学２年 
 第２声  △  第２声 ○  ＋1段階 
 4   S.K. 
 
女    ＜5＞ 
 中国で個人教授週２を３か月 
 北京の大学留学１年半 




  第２声 △  ＋1段階 
            
 5    Y.K. 
女   ＜6＞ 
 大学で２年 
 都内の中国語教室で３年 
 第２声  △ 
（上がり方弱い） 
  第２声  ○ ＋1段階 
第１声後半も改善 
 6   K.T. 
 
女   ＜7＞ 
 都内の中国語教室で２年 
 （但し発音の時期抜けた） 
 第２声  △ 
（上がり弱い起点低い）
（第３声上がる） 
   第２声  ○ ＋1段階 
 （第３声も改善） 
 7   E.U. 
女   ＜8＞ 
 独習半年、ｶﾙﾁｬｰｾﾝﾀｰ３か月 
 都内中国語教室２年半 
 第２声  △ 
 （後半弱い） 
  第２声  ○ ＋１段階
            
  8   N.W. 
 
女   ＜9＞ 
  大学で２年、短期留学２回 
 都内中国語教室半年 
 上海留学約１年 
     × 
（第２声連続後半弱）
   第２声  ○ ＋２段階
   効果特に良い    
 9   S.I. 
     
男、専攻 ＜10＞ 




  第２声  ○ ＋1段階 
10    K.K. 
男   ＜11＞ 
 大学で２年 
 
  第２声  △ 
（上り弱い）（時長短）
  第２声  ○ ＋１段階
 
11    M.K. 
 
男   ＜12＞ 





  第２声    ○ ＋２段階
12    K.N. 




   第２声 △ 
 （上がらない） 
  第２声  ○ ＋１段階







   ことと、②最初軽く始めて後半力強くすることを心がけることにより、ある
   程度解決できると言える。よって、この２つの情報が不足していることが、
   学習者の第２声生成が良くない原因の一つであり、よって筆者の仮説は証明















































 汉语的 u 发音和日语不同。唇更圆，更突出，舌面隆起点在后，舌位最高。赵元
 任先生在《汉语入门》中的描写是最生动的。他说发 u 时，应该好像嘴里含着一大








 感じの母音になるのです。（日下 2002、p.36） 
  











度から、u(wu) が日本国内でどのように教えられ、学ばれているかを調べ、本論 2.1 で述
べた。また、日本語母語学習者による u(wu) の不正確な発音はなぜ生まれるのかを、本論



















































  記述 
 2)外部形状
  図示 
 3)内部形状 
  記述 
 4)内部 
  形状図示 
 5)聴覚印象 
  その他 
   
 1 
    p.15 
 円唇・突出 ×   舌を奥へ引く     ×   ［u］ 
 2 
     p.15 
 円唇・突出 唇正面     ×    有    × 
     
 3 
  p.3 p.26 
 円唇・突出 唇正面・横     × × 口の奥から声を
出す 
 4 
     p.1 
 円唇・突出 ×     ×    ×    × 
 5 
      p.15 
 円唇・突出  唇正面     ×    有 口の奥から発音
 6     専門 
      p.7 
 円唇・突出 唇正面・横     ×    × のどの奥から声
を出すウ    
 7 
      p.3 
 唇の形に注意 唇正面・横     ×    ×    × 
       
 8 
      p.5 
 円唇・突出 × 
 
    ×    × のどの奥からウ
32 
 
表２A－２  ×は「記述や図示なし」を意味する。㊐は「日本語」を意味する。 





  説明 
 2)外部形状
  図示 
 3)内部形状 
  説明 
 4)内部 
  形状図示 
 5)聴覚印象 
  その他 
   
 9  専門 
 pp.10－11 
 円唇・突出 唇正面  舌面後舌狭母音    有    × 
 10 × × × × × 
 11 
     p.17 
円唇・突出、先が 
震えるように 
× × × × 
 12 
      p.4 
 円唇・突出 × × × × 
 13 
      p.9 
 円唇・突出 
 口笛のよう 
×     ×    ×    × 
 14 
     p.15 
 円唇・突出 
 ストロー 




     p.11 
 円唇・突出 ×     ×    ×    × 
 16 
      p.3 
× × × × ㊐ウとは音色が
ずいぶん違う 
 17  専門 





      
    × 
    




 18  専門 
 
  p.9、p.25 
 






















     
    × 
    
   × 
     
   × 
 20 × × × × × 
 21       × × × × × 









  説明 
 2)外部形状
  図示 
 3)内部形状 
  説明 
 4)内部 
  形状図示 
 5)聴覚印象 
  その他 
   
 23 
     p.8 
 円唇・突出 × × × × 
 24 
     p.1 
 円唇・突出 × × × × 
 25 
     p.9 
  円唇・突出 × × × × 
 26 × × × × × 
 27 
     p.4 





     p.13 
  円唇・突出 唇・正面・横     × × 口の奥から声 
を出す 
 29 × × × × × 
 30 
     p.9 
 円唇・突出 唇正面 × 有 × 
 31 
     p.2 
 円唇・突出 ×     ×    × × 
 32 専門 
    p.35  



























 34  専門 












     p.6 
 円唇・突出 × × × × 
 36 × × × × × 
 37   
    p.13 





















          


















































































表２B－１   ×は「説明や図示なし」を意味する。有は「形状図示有り」を意味する。 
  太字は適切で有効な説明を、網かけは不適切な説明を表わす。 
番号（日中の別） 
  年齢範囲  
１）外部形状 






 1 （日）   
 
３０歳代  











 2 （中）    
６０歳代 
 円唇 × 舌先を下歯茎に置く × × × 
 3 （日）   
 
３０歳代 














 4 （日）   
 
４０歳代 

















 6 （中） 
   ２０歳代 
 円唇・突出 × × × × × 
 7 （中） 
     不明 
 円唇・突出 × × × × × 
 8 （中）    
     不明 
 円唇・突出 
 タコの口 
× × × のどの奥から
音を出す 
 ★ 
 9 （中）   
     
   ７０歳代 
 円唇・突出   × 舌全体を後ろに引き
舌先を歯から離し、下
に巻く 
× × × 
10 （中）  
     不明 
  円唇・突出 × × × 口の奥から声
を出す 
× 
11 （中）    
 
    ３０歳代 




× × × のどの奥から
息を出す 
× 
12 （日）    
 





   













表２B－２   ×は「記述や図示なし」を意味する。  有は「形状図示有り」を意味する。 
  太字は適切で有効な記述を、網かけは不適切な記述を表わす。 
番号（日中の別） 
  年齢範囲  
１）外部形状 







    ５０歳代 




    ４０歳代 




    ２０歳代 
 円唇 × × × × 突出不要 
16 （日）   
    ６０歳代 
 円唇 × × × 喉の奥から発
声 
× 
17 （日）   









    ６０歳代 
 円唇・突出 × × × × × 
 
    


















 これまで学んだ中国語（普通话）の発音のうちで、u(wu) をどのように習ったか、 
教えてください。①どこでどのような教師に、どのように教わったか。②ネイティブ 














































 1   日 × × ×  円唇 × × 
 2  不明  円唇・突出 × × × 舌の位置を
高く 
× 
 3  日・中  円唇・突出 舌先を下顎
の下奥につ
ける 
× × × ウにならないよう 
 4  不明  円唇とオを混合 （梅干しを 
食べるとき酸っぱくて思わ      











 5  中  円唇 × ×   円唇 × 音を口中で響か 
せ厚みを出す 
  日  突出 × ×  6 
   日 
（院生） 





  突出 




     
× 
 7  日  円唇・突出 × ×   円唇・突出 × × 










方から声をだす     
 9 
 







  日  突出  
  × 
 
  × 






















































  × × × × 



























   
  突出 
 









15  日   円唇・突出 × ×  円唇・突出 × × 
16  日   円唇 ×  鋭いウ ×   × 舌位置を 
意識 
17  日  円唇（関西方
言ウを参考） 
× ×  円唇 × × 
18  日 × × ×   円唇 × × 
19  日  円唇・突出 × × × × × 
  日  突出 × × 20 
  中  突出 × × 
 
  突出 
オという時
の舌の位置 
    
× 
21   中 × × × × × × 
22   中 × × × 唇に力を入れ突
き出す 
× × 
23   中  円唇 × × 円唇・突出 × × 
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24   日  円唇・突出 × ウとオの間
の音 
× × × 


















   日  円唇・突出   ×    ×    
26   中  突出   ×    × × 



















































    
    
  図２－３ u(wu) に関し教わったこと（左棒）と自分で注意していること（右棒） 
 
2.2 日本語ウとの相違 
 日本語母語話者がなぜ中国語の u(wu) を獲得しにくいのかという疑問の答えの一つと
して、日本語ウを u と表記する習慣があることが挙げられる。筆者が小学生であった時代、
日本人は小学校でローマ字を習ったものだが、そのせいか日本人は「アイウエオ」の５音






会制定の第一次基本母音では、[] は張唇奥舌狭母音で舌位は [u] と同一となっているが













      i           ・         ・u 
          服部 ・・・・・・・・・・ウ     （1962） 
  斎藤 ・・・・・・・・・・・・・ウ  （1997） 
  城生 ・・・・・・・・ウ１・・・ウ２   （1998） 
町田ほか・・・・・・・ウ２・・・ウ１  （2003） 
 
     本間 ・・・・・・ウ２・・ウ１     （1998） 
 









 ところが、朱春躍の最近の研究により、極めて明快に、日本語（東京）ウと中国語 u の
相違が判明した。朱春躍は、ある一連の実験の中で、ATR（国際電気通信基礎技術研究所）















   三者とも左からイ、ウ、ア 
 
 図２－５ 「イ」「ウ」「ア」の狭めの位置（朱春躍 2010） 
 












春躍 2010、p.166）。また朱春躍は、中国語 u(wu) についても中国語話者に前記と同様の
46 
 





   左から i、a、u  話者 CZ 










 2.3.1 実験の概要 
 筆者は、u(wu) の舌の形状および舌位に関する情報が不足していることが、日本人学習







































































表２D－１    ㊐は「日本語」を意味する。 
   太字は「適切で有効な情報」、網かけは「不適切な情報」を表わす。 
番号 イニシャル  
性別、専攻の場合など 
       ＜ＣＤ＞ 
被験者が発音を獲得した主な方法・場所
(被験者自身の紹介による) 
被験者の u(wu) に関する 
事前知識、持っている印象 
 1   T.I. 





 2   M.N.   





 3   Y.K.   
男、後に専攻   ＜16＞ 
A 大学の授業で４年 ・円唇 
 4   Y.O.   





 5   N.S. 





 6    M.H.    
 





 7   Y.K. 
 





 8    H.Y. 
   





 9   H.Y. 





10    Y.S. 





11   R.Y. 





12   M.N. 









×―日本語ウに聞こえる  △―少々問題あり   ○―ほぼ問題ない   ○―問題ない 
 
ネイティブによる発音の評価 










    × 
   ○ ＋３段階










    ○ 
      ○  ０  
変化なし      
これまでこうした説明と図は知らなかった。 
㊐ウに聞こえる     














   ×  ０ 
変えようとする努力が感

















くない  △ 
○ ＋１段階




















表２D－２     ㊐は日本語を意味する。 









番号 イニシャル  
性別、専攻の場合など 
       ＜ＣＤ＞ 
被験者が発音を獲得した主な方法・場所
(被験者自身の紹介による) 
被験者の u(wu) に関する 
事前知識、持っている印象 
13     M.K.   
 






14   T.B.  
男、後に専攻  ＜27＞  




15   K.I.  





16   K.O. 
 





17   C.T.   
  






18   T.K.   
 





19   S.K. 





20   M.K. 





21   A.K. 





























































































㊐ウに聞こえる    
× 


















３章 中国語 e [] の教え方・学び方に関する考察 





e [] もまた中国語学習者にとってむずかしい母音である。もちろん日本語の中にはな 




 唇形からいうと［］の要求するものに近いが、後舌面が、[] の程度まで下降 






























音のようにしてこれを解決する方法もあり、筆者は声母 g、k、h ゼロ以外の声母なら必ず 韻




＜[]  [ə] のうち [] を優先するメリットについて＞ 
教師によっては、単母音 e 、たとえば“饿 è”、および鼻音との組み合わせ -eng 、たと
えば“僧”、の e を最初から [ə] として教える人もいるようであるが、筆者はこの音を最




  D. Jones やこれまでの音声学者が記述したような典型的な [ə] において、くち
 むろにおける諸器官が休止状態にちかい位置にあり、かつ、筋肉的緊張を欠いて








を少し緩めさえすれば容易に [ə] を発することができる一方、[ə] から出発した学習者はな
かなか [] を習得できないという傾向があることを痛感している。そのため、単母音 e お
よび －eng の e については、早期に厳しく [] を指導する方が良いと考える。但し、














































表３A－１   ×は「記述や図示なし」を、㊐は「日本語」を、㊥は「中国語」を意味する。 
  点線下線は「消極的情報」を、太字は「有効で適切な情報」を、網かけは「不適切な
  情報」を表わす。 
   調音のための言葉による記述や図 対象書番号 
専門の場合 
頁 





 ４）その他特記事項   
 1 
p.15 





 平唇・半狭    ⇐ 
 口の側面図・正面図 
 
➪ 後舌・半高  




 オという。   






 平唇・半狭    ⇐ 
 口の側面図・正面図 
 








×  不明  × 口腔の奥で発する、オとエの中間音
 5 
 
























× × 唇の形に注意して発音 
 8 
p.5 










  正中断面図 







10 × × × × 
11 
 p.16 







  情報」を表わす。 
   調音のための言葉による記述や図 対象書番号 
専門の場合 
頁 





 ４）その他特記事項   
12 
  p.4 















  p.11 
 平唇・半狭    ⇐ ➪ 後舌・半高 × ①㊐エの口でオという。 
②㊥Oを発音後そのまま平唇に 
16 
  p.3 




















  （半狭） 














20 × × × × 
21 
 p.3 
× × × 大きな声で筋肉をしっかり動かして
発音。 
22 × × × × 
23 
    p.8 
 平唇・半狭 ➪ 後舌・半高 × 舌の奥のほうに力を入れオー 
24 
    p.1 







  情報」を表わす。 








 ４）その他特記事項   
25 
    p.9 
 平唇・半狭    ⇐  後舌・半高 × 口の奥から発音 
26 × × × × 
27 
p.4 
 平唇・半狭      





















➪  中舌 
正中断面図では半高 









 平唇・半狭      
 口の側面図・正面図 
➪  後舌・半高 





  p.6 
 平唇・（半狭）  
 で o と発音 
➪ 後舌・半高 







  p.35 






   p.6 
 やや平唇 開口度不明 







36 × × × × 
37 
  p.13 























  性ではない） 
１６番「エーではない」（音声を聞けば分かる。一種の限定をしていると言えるが、







































２５番「舌の位置は o と同じ、口の奥から発音」 
２８番「o の丸めを取り、背中にブスリとナイフを突き立てられた時に喉の奥か
らでるようなウ」  













音声表記 [] の記述があるものの、正中断面図ではむしろ中舌的でありまた e の最高点















































a. オもしくはオー  ８件 
b. ウもしくはウー   ２件 
c. オとエの中間       1 件（４番） 
d. ウーとオーの中間（舌を奥に動かして） １件（３２番） 
e. 中国語 o        １件 （２５番） 
f. オと 中国語 o  ４件（２，１５，２７，３４番。前２件は同一著者） 
g. ウと 中国語 o     １件 （３番） 
h. 英語 a［ə］      １件 （３０番） 
i. 記述なし          １０件 
      
 オ（オー）とウ（ウー）を例示音として使う問題点：上記 a. b. について、筆者が問題で
あると考えるのは、日本語オの舌位が後舌よりやや中寄りで高度は [o] と [] の中間にあ












 中国語 o を例示音として使う問題点：上記 e．f．g．にある通り、中国語 o を用いた説
63 
 
明は３種、中国語 o を用いた説明を載せている教科書／指導書は６件ある。 o にも言及
したこのグループは、舌位優先型を採用するか、併用している。もし学習者が正しい o を
知っていれば問題ないが、中国語初学者でその知識を持っているものはほぼゼロであると





語 o を記述するなら、もう少し明確な o を提示しないと意味がない。単母音 e の口は「平
唇・半狭」であるから、折角 o を一要素として掲げてあっても、口形と開口度を「平唇・
半狭」に変更した途端、舌位の説明を持たない o の効果と意味は雲散霧消する。そのよう
な訳で単母音 e の説明に 中国語 o を引いてくるのは、少々無責任の感を免れない。但し、
教師が教室で正しい中国語 o を指導した後、単母音 e の指導に進むなら、それは大変結
構である。しかし、オとウを例示音として使う問題点のところで前述した通り、日本語オ
の舌位が後舌よりやや中寄りで高度は [o] と [] の中間にあるので、中国語 o は初学者
がいきなり習得する音としては、難度が高いと考える。もし D. Jones の言うように、「基
本母音[o]の位置を変えずに唇を上下左右に開いてできる母音[]」（服部 1962, p.71）が真
実であるなら、逆に [] を口の奥で保ったまま円唇をすれば基本母音 [o] になるはずであ
り、実際やってみると、筆者にとってはその方が容易であるし、自信をもって[o] を発出で
きる。日本人学習者にとって [o] と オを区別するのは、その差が微妙なだけに難しいので
はないだろうか。 o を正しく理解・習得できないのであれば、 e．f． はともに a. と同
様になるし、g．は b．と同様になる。 
 
 [o] は、D. Jones の第一次基本母音（服部 1962, p.72）では、[u] と [] を結ぶ線上の
上から３分の１のところにあり、第二次基本母音の[]と舌位・高度を共有する。中国語“玻










裏付ける。彼によれば、bo、po、mo、fo、wo は、小さな介音 [u] に続き（wo の場合 
64 
 






















唇音と組む －eng および声母ゼロの eng は、逆にしばしば －ong に近づく。対象指















 D. Jones の第一次基本母音および第二次基本母音によっても、中国語の唇音に続く o と 
e の関係によっても[o] と [] は舌位を共有することが分かる。しかし、 元々 D. Jones 
















































図３－１ [u] [o] [] [] ４種の 図３－２ 中国語母音１０種の 







































































     図３－５          図３－６          図３－７ 
  李氏ＭＲＩ撮像による［u］     同［］     同［］ 
 









































































   
図３－８ VOWEL 8 /  / 23. Tongue position（Huang 1981）  
 
   図３－９５番[]調音正中断面図    図３－１０３０番[]調音正中断面図 








        ・・・・・・・② 
 加えて、正しい狭めの方向が垂直方向ではなく、上後方であることも、重要である。 
[] では口腔内の狭めの方向は垂直ではなく、後方４５度～５０度傾斜 










































   図３－１１ 筆者 MRI 撮像による[u]調音（左）と[] 調音（右）正中断面図 
 
   図３－１２ 李氏 MRI 撮像による［u］調音（左）と[] 調音（右）正中断面図 













































       図３－１３ 口蓋舌筋 （Kent 1997） 
 
 

















 図３－１５ e［］と i［i］口正面図と口蓋図 （周、吴 1963） 
 （上部太実線は歯の内縁、点線は歯肉縁、斜線部分は舌と口蓋の接触面積を表す） 
 
 [] 調音のための上記のような努力はすべて、舌最高点を [u] より後ろ、かつやや低め
に設定するためであり、筆者の内省によると [] では特に舌端付近と口峡付近の強い緊張




この[u] から [] への移行に伴うような、前後の移動を無視しているのではないか。 
 
舌は後ろに引かれ、舌正中線が引き下げられ、左右脇舌が正中線に向かって引っ張


































   
  図３－１６ []（左）［u］（右） 調音時口峡付近断面の筆者内省模式図 
    （口蓋垂や舌の厚みは省略してある） 
 
  図３－１７ []（左）［u］（右）調音時口蓋図 （周、吴 1963） 
 （上部太実線は歯の内縁、点線は歯肉縁、斜線部分は舌と口蓋の接触面積を表す） 
  
































 図３－２０          図３－２１  











3.4  母音[] の調音方法の考案とその効果試験のための実験および結果 






















































































表３B  ㊥は「中国語」を意味する。  
     ×－良くない    △－あまり良くない   ○－まあまあ良い  ◎－とても良い 
     ネイティブﾞによる発音の評価 番号  イニシャル 
性別など＜ＣＤ＞ 
 被験者が発音を獲得した 
    主な方法・場所 クリニック以前    クリニック以後 
 1   N.K. 
女＜35 と 36＞ 
 大学で約１年  ke  △ 
（e できない）  
 e   ○  ＋１段階 
eng  ○  ＋１段階 
 2   T.M.  ㊥教室で週１を２か月  e   △      ○  ＋１段階 
女   ＜37＞  上海の大学に留学２年半     
 3   Y.I.  大学で週１を半年  e   △      ○  ＋１段階 
女   ＜38＞  上海の大学に留学２年     
 4   E.Y.  中国人個人教授週２を４か月  e   △      ○  ＋１段階 
女   ＜39＞  北京の大学留学２年     
 5   S.K.  中国で個人教授週２を３か月  e   ○        ○  変化なし 
女   ＜40＞  北京の大学留学１年半     
 6   Y.K.  大学で２年  e   △      △  変化なし 
女   ＜41＞  都内の㊥教室で３年     
 7  M.K. 
女   ＜42＞ 
 都内の㊥教室で１年  e   △      ○  ＋１段階 
 8  K.T.  都内の㊥教室で２年  e   △      △  変化なし 
女   ＜43＞  （但し発音の時期抜けた）   評価者：少し力が入った 
 9  M.M.  都内の㊥教室で２年半  e   ○       ○  変化なし 
女   ＜44＞    eng △       ○  ＋１段階 
10  E.U.  独習半年、ｶﾙﾁｬｰｾﾝﾀｰ３か月  e   △ ２種とも  ○ ＋１段階 
女   ＜45＞  都内㊥教室２年半弱  eng △      
11  N.W. 
女   ＜46＞ 
  大学で２年、短期留学２回 
 都内㊥教室半年、上海留学約１年
 e   ○ 
 eng ○ 
２種とも   ○ 変化なし   
     （◎）  




 e   ○ 
 eng  ○ 
２種とも  ○  変化なし   
被験者自身：狭め付近の緊張
強化の感想（◎） 
13  K.K.  大学で２年  e   ○ 
男  ＜48＞    eng ○ 
２種とも   ◎ ＋１段階 
14  M.K.  大学で２年、㊥教室で３年  e   ○ 
男  ＜49＞    eng ○ 
２種とも   ○ 変化なし 




 e   ○ 
 eng ○ 
２種とも    ◎ ＋１段階 









































表３C－１   英：英語（１１） 仏：フランス語 独：ドイツ語 露：ロシア語 
  中：中国語 伊：イタリア語 ﾋﾞﾝﾅﾝ：福建語  
      被験者  実験  教師 
   性別  年齢  既習外国語 所要時間  結果 
   1  女 23 英、仏、独、露    4 分    可 
 ① R.Y.  2  女 24 英、独    2 分    可 
   3  男 24 英    4 分    可 
 中国語の発音に  4  男 22 英、仏    3 分    可 
 詳しい日本人  5  男 28 英    1 分    可 
   6  男 23 中、英、仏、独    1 分    可 
   7  男 27 英、仏    1 分    可 
  1  女 19 英    10 分    可 
  2  女 18 英   10 分   不可 
  3  男 19 英   10 分    可 
   4  男 18 英   10 分    可 
 ② J.X.  5  女 18 英   10 分    可 
 日本語が堪能な  6  女 18 英   10 分   不可 
 中国人  7  女 18 英   10 分    可 
   8  女 19 英   10 分    可 
   9  男 18 英   15 分   不可 
  10   男 18 英   15 分   不可 
  11   女 18 英   15 分    可 
  12   男 19 英   15 分    可 
  13   女 18 英   15 分    可 
  14   男 22 英、ｱﾗﾋﾞｱ語    5 分    可 
  15   女 35 英、伊    5 分    可 
  16   男 30 英    8 分    可 
  ③ H.M. 
 日中バイリンガル 
  
 1  男 
 2  女 
 3  女 









   5 分 
   5 分 
   5 分 
   5 分 
 まあ可 
  不可 
  可◎ 
  不可 
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表３C－２   英：英語 仏：フランス語 独：ドイツ語 露：ロシア語 
  中：中国語 伊：イタリア語 ﾋﾞﾝﾅﾝ：福建語 
 教師       被験者     実験 
   性別  年齢  既習外国語 所要時間  結果 
  







 1  男 
 2  女 
 3  男 
 4  女 
 5  女 
 6  男 
 7  女 

















   2 分 
   3 分 
   5 分 
   3 分 
   5 分 
   2 分 
   3 分 
   2 分 
  可◎ 
  可◎ 
 不可△ 
   可 
  不可 
  可◎ 
 不可△ 

























































































   の形・開口度などを表わす図示」 
  ２）「主に舌位から見た、言葉による説明の特徴的要素」、および「舌位を表わす図
   示」   









  は不適切な情報を表わす。点線下線は消極的情報を表わす。 
    調音のための言葉による説明や図 番号 
頁 
 





  つぼめたユ唇形 
 円唇・狭 
➪イ（やや後ろ前舌・ 

























    
   b 
p.26 

































































































➪イー（前舌・高）       × 
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表４Ａ－２   ×は「記述や図示なし」を意味する。太字は適切で有効と考えられる情報を、 
  網かけは不適切な情報を表わす。点線下線は消極的情報を表わす。 
 調音のための言葉による説明や図 番号 
頁 
 




















 口の正面写真  
 円唇・狭 

























   
  a 
［u］唇形  （円唇・狭）
ウ口形  円唇度不明・狭 
➪イ（やや後ろ前舌・  







   














円唇・狭        ⇐ 
口の正面図 
 yi （前舌・高） 
  
 






































表４Ａ－３  ×は「記述や図示なし」を意味する。太字は適切で有効と考えられる情報を、網かけ 
   は不適切な情報を表わす。点線下線は消極的情報を表わす。 
    調音のための言葉による説明や図 番号 
頁 
 




























円唇・狭       ⇐ 









➪ i （前舌・高） 































































  は不適切な情報を表わす。点線下線は消極的情報を表わす。 
 調音のための言葉による説明や図 番号 
頁 
 




a 弱円唇・狭     ⇐ 
 i （前舌・高） 



























 唇だけ u のように円唇・
 突出させたままイー     
i と比較した口側面図 ⇐  
 円唇・狭 





















 yu の見た目につられて  
















 唇だけすぼめる  ⇐ 









































  ２番「ユでもユイでもない」（限定しているが、限定の結果が広すぎる） 


















３番 b のストローに関する記述、１８番の「口中は yi と同じ状態を維持」、２６番「口を 














































































































１）項口形を中心に分類すると以下のようになる。１７番 a を「円唇」とする。 
 
 円唇（「円唇～弱円唇」含む）：１番、３番 b、４番、６番、１４番、１７番 a と b、
  １８番、１９番、２３番、２４番 b、２５番、２６番、２８番 a と b、 
  ３０番、３３番、３４番、３７番 
      ・・・・・・・・・・１９種 
 
 弱円唇：２番、３番 a、５番、７番、１５番、２７番、３２番 a と b、３５番、 








３％）となる。グラフにすると図４－３のようである。尚、３２番 b 原文「ユを発音する 
 
         








 服部（1962）では、D. Jones が［y］を second cardinal vowels ＜第二次基本母音＞の
一つとして 
 
























 まったく記述図示なし：７番、３５番 ・・・・・・・・・・・・・２種 
 
 既習音例示グループ：１番、２番、３番 a と b、４番、５番、６番、８番 
  ９番、１１番、１２番、１３番、１４番、１５番、１７番 a と b、 
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  １８番、２３番、２４番 a と b、２５番、２６番、２７番、２８番 a と b 
３０番、３１番、３２番 a と b、３３番、３４番、３７番 










 a 類  イ：１番、２番、３番 b、４番、５番、６番、８番、９番、 
   １３番、１５番、１７番 a、２４番 b、２８番 a と b、３０番、 
・・・・・・・・・・・・・・１５種（４６．８％強） 
 
 b 類 イー：１１番、１２番、２３番、３２b・・・・・・・４種（１２．５％） 
 




 d 類 ユ＋イ：３番 a・・・・・・・・・・・・・・・・１種（３．１％強） 
 
 e 類 イ＋ユ：２４番 a、２７番・・・・・・・・・・・２種（約６．３％） 
 




ても実際は「イー」を指示していると考え、b 類に分類した。１８番は最初「口中は yi と
同じ状態を維持」としながら、後で「音はイのつもりで最後までイ」としており、２種の

















     図４－４ 母音多角形と日本語イ（城生 2003） 
 
 b 類「イー」・・・「イー」は前舌高位を指示しており、よって適切である。 
 
 c 類 ［i］、yi、i・・・［i］、yi、i は同一の前舌高位と音を表しており、［y］調音に 
  適切である。しかし、３４番は「yi」と「イ」を同一視していることは問題であ
  る。 
 













 e 類「イ＋ユ」・・・d 類と同様の理由で、調音の指導としては不明確であり、適切でな






f 類「i と u を合わせるように」・・・３１番のこの指示は、口形と舌位などを要素に分
けず全体的な聴覚印象を説明したものと解釈できる。u 口形と i の舌位を組み合わ











   図４－５ 既習音例示種別（全３２種） 
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 c 類は［y］調音に関する限り適切であるが、念のために［y］調音例示に c 類を用いた各
教科書／指導書の［i］、yi、i の調音の説明を見てみると、次のようである。 
 
 １４番・・・・i は口角を横に引いて発音します。 
 １７番 b・・・子供が怒ったときによく使う「イーッ」という感じです。口角を 






 ３２番 a・・・日本語の「イー」でいいのですが、普段より唇を左右に引いては    
  っきり「イー」と発音します。けっしてあいまいに発音してはいけませ







































  １）項から２）項へ ２５種・・・・・７１．４％強 
  ２）項から１）項へ  ７種・・・・・２０％ 



















２８番（ストローも）、３２番 a と b、３４番、３５番（第一義的） 
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       ・・・・・・・・・・８種 
笛：３０番・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１種 
ストロー：３番 b、１４番（第一義的）、２８番（横笛も）、３７番 









































































＜２種の円唇に関する考察と 4.1.2 のまとめ＞ 












Sweet は rounding ＜圓め＞を outer rounding ＜外的圓め＞と inner rounding 
＜内的圓め＞とにわけた。外的圓めとは、 front vowels （前舌母音、即ち［y］［ø］
など）の圓めで、唇が上下から互いにちかづけられるが、内的圓めとは、back vowels 




















































  A・・・ ・・・ 最初は正しい［y］を発出できても、唇が緩むことによりほぼイ
  ーになってしまう。特に第２声と第４声の時に出現し易い。第３声の時



































   語母語話者なら口の前の方に今まで感じたことのない、少々窮屈で変な感覚
   が生じる可能性があるということを学習者に告げる。但し「未習熟」と言っ  
     てしまうと学習者が過度に緊張または委縮してしまう結果、発音改善がうま
   く行かない可能性があるので、筆者は学習者を十分にリラックスさせる目的
   で実際には「普通の日本語母語話者なら」と言うことにしている。 










































表４B    ×－良くない  △－あまり良くない ○－まあまあ良い ◎－大変良い 
 











験者自身の自信のなさから判断して微弱な C タイプと考えることもできる。 
 
  ネイティブによる発音の評価 番号 ｲﾆｼｬﾙ 
性別 ＜ＣＤ＞ 
 被験者が発音を獲得した 
    主な方法・場所 
   
 問題のタイプ  クリニック以前  クリニック以後
第1、2、3、4声 
  ◎ ＋１段階
 1   N.K. 
  







    ○ 
（第2声少し劣る）
 2    S.K. 





  第１声４回  
    × 
  
  ○ ＋２段階
 3    M.S. 
男  ＜53＞ 
 大学で１年  ほぼ問題なし    第１声４回  
    ○ 
  
   ○ 変化なし
 4    Y.K. 
女   ＜54＞ 
 大学で２年 
 都内の中国語教室で３年 
 ほぼ問題なし   第１声４回  
    ○ 
  
    ○ 変化なし
 5    M.K. 
女  ＜55＞ 
 都内の中国語教室で１年 「ユー」になる 
 Bタイプ 
  第１声４回  
    △ 
   
    ○ ＋１段階
 6    K.T. 





  第１声４回  
    △ 
       
  ○ ＋１段階
 7    E.U. 





   第１声４回  
    △ 
   
   ○ ＋１段階
 8    K.K. 
 




  第１声４回 
    △ 
   

























































 中国語の ia や iao などは、日本語ヤやヤオとは違い、i がもっと長くはっきり 
 と発音される。いわば、イヤーやイヤオのようなつもりで発音する。但し、あく 
 までもこれで一つの音節になるので、i と後の母音が離れて二つの音節にならない 
 ように注意する。―中略― 介音 i を長くはっきりと発音するように特に注意し 
 ながら練習する。（p.27）（下線は筆者） 
 
としており、また岩田（1990）も －ia、 －iao、 －iang などについて、 
 
 介母音＋主母音の結合は、（相対的に）前者が弱くて後者が強い。但し弱いといっ
 てもある程度長くはっきりと発音されるのであって、例えば ia は日本語のヤと 






















 （i が）音節中にある（例えば“家 jiā”の発音など）ときは、強い介音的要素
 がある。それに対して、日本語の i は音節初頭に来たとき、ほとんど摩擦音がな
 く、音節中にある時は、舌面化された子音に吸収されてしまう（例えば、キャ  
























 表５A－１    ×は「記述や図示なし」を、㊐は「日本語」を意味する。 
  点線下線は「消極的情報」を、太字は「有効で適切な情報」を、網かけは「不適切な
  情報」を表わす。 
  番号 
  頁 
 －ia、－ie、－ian、－iang、－iou、－iao  
  に関する説明 
㊐拗音化に関する注意
  1 
     p.18 
 ia、 ie、 iao は２番目強く はっきり発音される 
   ian ：イエヌ 
× 
 複合母音の［i］では口をあまり左右に引かない。            
 ia、ie の母音強さは弱→強、口の開き狭→広   
 i [ia] イとアを滑らかに続け、次第に声を大きくするつもり
 でィア。ヤではない。  
  ヤではない 
 
 ie [i] 二重母音の e は㊐エに近い。 
     次第に声を大きくするつもりでィエ 
× 
 
 io [iu] アをはっきりと、ヤオではなくィアウに近い   ヤオではない 
 in [in] 中間の が i と n に挟まれて、アからエ 
   に音を変えイエンとなる。イアンではない 
× 
  2 
 
 
 pp.26－  
      27 
  p.31  
  p.35 
  p.43 
 
  ing [iŋ] 口を横に引いてイを発音した後すぐ ang  
   が続きイアン。前に子音がつかない場合ヤンに近い 
× 
 3 
   p.4 
 滑らかに発音。発展（＜）型 ia、 ieは初め弱く後を強く 
 菱餅（◇）型 iao、iou は＜と＞の合体型 （真ん中強く）
× 
 ia、 ie は前の母音を短めに、後の母音をはっきり発音  4 
   p.2  iao はまん中の母音をはっきり発音 
× 
 5  ia [ia] ：ia の構えから自然に a に移る。          
 二重母音の i は口を左右に引かない 
 ie [i] ：i の構えから自然に e に移る。この場合の e は
 ㊐エに近い 
 pp.16－  
    17 
 




 ＜型 ia、ie は後の母音を強く。e は㊐エに近い ×  6 
  専門 p.8  ＜＞型 iao はまん中の母音を強めに発音  
 7 × × 
 8 × × 
 ＜型 ia、ie は前の i を短めに、後の a、e をはっきり 
  一息に 
 9  
 専門 
pp.26－27  ＜＞型 iao は、中央の a をはっきりと、一息に 
 
× 
 10                      × × 
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表５A－２     ×は「記述や図示なし」を、㊐は「日本語」を意味する。 
  点線下線は「消極的情報」を、太字は「有効で適切な情報」を、網かけは「不適切な
  情報」を表わす。 
  番号 
  頁 
 －ia、－ie、－ian、－iang、－iou、－iao  
  に関する説明  
㊐拗音化に関する注意
 11 
    






       
 主母音は勿論その前 
 の母音もハッキリ発音
 12  ia：イアと発音、イを軽めにアを強めに 
 ie：イエと発音、イを軽めにエを強めに   pp.4－  
     5  iao： ヤオと発音 
        
× 
 ＜型 ia、ie  13 
  p.17  ＜＞型 iao 
 介音の響きが重要  
 14 
   p.16 
  単母音の延長。e は単独出現時と違い㊐エに近い ×  
  ia：ヤではなくィア  ヤではない 
  ie：e はエで、ィエ × 
 iao：アをはっきりと、ヤオでなく、 ィアウに近い  ヤオではない 
 ian：イェン × 
 15 
 
    p.13 




 〈ye〉の〈e〉は、単独の時と違い、だいたいエ ×  16 
 p.5 p.8  〈yan〉（-ian）ははっきり[イエン]。ヤンではない  ヤンではない 
 ia(ya)： 母音 [i] から続けて母音 [a] を発音。      
   ㊐イャーに近い音。一音になることに注意 
 ie（ye）：母音 [i] から続けて母音 [e] （㊐エに近い）を 





 iao(yao)： 母音 [i] から続けて二重母音 [ao] を発音。 
   ㊐イャーオに近い音。一音になることに注意 
× 
 
 ian(yan)：要領は二重母音 [ia] に [n] を続ける感じ。 
   「イェン」となる 
× 
 
  17  
   専門 
          
pp.22－24 
   
pp30－31 
 iang(yang)：二重母音 [ia] から続けて[ng] を発音。 




表５A－３    ×は「記述や図示なし」を、㊐は「日本語」を意味する。 
     点線下線は「消極的情報」を、太字は「有効で適切な情報」を、網かけは「不適切な
     情報」を表わす。 
  番号 
  頁 
 －ia、－ie、－ian、－iang、－iou、－iao  
  に関する説明  
㊐拗音化に関する
注意 
  18   
 専門 p.14 
 構成する単母音ひとつひとつの動作を際立たせるように      × 
 
  19   
p.4 
 複合母音の中の“e”は「エ」と音便が起こる × 
  20 × × 
  21 
  pp.3－5 
 大体ローマ字を読むつもりでOK。＜yan＞は「イエン」 × 
  22      
     p.4 
 ia、 ie は＜型 × 
 ia(ya)、 ie(ye)：それぞれが一音節になるよう全体を 
   滑らかに結び、前が弱く後ろ強く。“ie” の e はエ 
 iao(yao)、 iou(you)：それぞれが一音節になるよう全体を  
   滑らかに結び、前後弱く、まん中強く 
  23 
          
 pp.9－10 
 ian(yan)、iang(yang)：それぞれ一音節になるよう全体を 




  24  ia、 ie は＜型、始めはそっと、終わりは強くする感じ × 
      p.2  iao、 iou は＜＞型、真中の音を強く発音するよう意識  
ia(ya)、 ie(ye) は発展型で後の音を強く   25  
pp.11－12   iao(yao)、 iou(you)は菱餅型で中央の音を強く 
×           × 
 
  26 
      p.3 
 iu はイウに近い 
 ian は日本語イエンに近い 




   
 pp.10－  
    12 
 ia、 ie は＜型で、前の母音を弱く、後の母音を強くし 
   前後の母音を滑らかにつなげる。口開き小→大 
 iao、 iou は＜＞型で三母音を滑らかにつなげ、真中の 





     p.14 
 ＜型（発展型）ia、 ie    初め弱く、後を強く なめらかに発音 
 ＜＞型（菱餅型）iao、 iou ＜と＞の合体型 真ん中強く  
                        なめらかに発音 
× 
 29                      × × 
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表５A－４    ×は「記述や図示なし」を、㊐は「日本語」を意味する。 
  点線下線は「消極的情報」を、太字は「有効で適切な情報」を、網かけは「不適切な 
  情報」を表わす。 
  番号 
  頁 
 －ia、－ie、－ian、－iang、－iou、－iao  
  に関する説明  
㊐拗音化に関する注意 
 30 
   p.13 
  後強型 ia(ya)、 ie(ye)     
  中強型 iao(yao)、 iou(you) 
× 
 32 
 専門 p.54 
pp.74－75 
pp.134－  
    138 
   （極めて詳細、本文で紹介）  （極詳細、本文で紹介） 
 33     
   p.11 
 主母音を際立たせる。その他の母音との移行は滑らかに × 
  唇を左右にひきしっかり構えて i を発音し、すぐに切れ目なく後の 
 母音の発音に移る。i の発音は瞬間ですが、この単母音 i の唇の構 
 えをしっかり守り確実に発音する。 
 34 
   p.40 
   p.50 
  yan(-ian) 「イエン（ヌ）」   yang(-iang) 「イアン」 
 単母音 i の唇の構えをし
 っかり守り確実に発音 
       
 




   p.8 
   p.12 
  ＜型  後ろを強く    ya ye  
  ＜＞型  真ん中を強く  yao you 
 ian：「イエン」のように発音 
 iang: 「イアン」のように発音  
  後ろを強く  ia(ya)   ie(ye)  36 
    p.8   真ん中を強く   iao(yao)  iou(you) 
× 
         
  
 37 
    p.20 
  ia:「a」をはっきり長めに発音    
  ie:「e」をはっきり長めに発音                         
  iao:真ん中の 「a」の音をはっきり長めに発音 
  ian: 真ん中の「a」の音をはっきり、長めに発音 
  iang: 「i」は軽く短く発音 
 
         
× 
 






















 段长得多，严格的标音应该是 [ia]（pp.97－98）（筆者補注：i の下の記号は「音




 な音声表記は[ia]とするべ きである。（筆者日訳） 
 
 
















   









 １３番はやはり全体について「介音 M の響きが重要」を挙げている。 
 １６番は ian について「はっきり[イエン]、ヤンではない」を挙げている。 
 １７番（発音専門指導書）の「一音になることに注意」の「一音（表中網かけ）」はたぶ























と詳しく説明している。他の ye(－ie)、 yao(－iao)、you(－iou)、yang についても、 
 
 “ye(－ie)”は、はっきり、くっきり、明確に［イエ］と発音します。もちろん






























 １番――ia、ie、iao は２番目強く はっきり 
 ２番――ia、ie の母音強さは弱→強、次第に声を大きくするつもりで 
  ie： 次第に声を大きくするつもりで 
  iao：a をはっきりと、ィアウに近い 
  iang: イを発音したのちすぐ ang 
 ３番――ia、ie は初め弱く後を強く 
  「＜と＞の合体型」という記述から（真ん中を強く） 
 ４番――ia、ie は前の母音を短めに、後の母音をはっきり 
  iao、iou はまん中の母音をはっきり 
 ５番――二重母音の i は口を左右に引かない 
 ６番――ia、ie は後の母音を強く 
  iao、i(o)u はまん中の母音を強めに 
 ９番――ia、ie は前の i を短めに 
  iao は中央の a をはっきり 
   １２番――ia はイを軽めにアを強めに 
  ie はイを軽めにエを強めに 
  iao はヤオと発音 
   １５番――ia は、ヤではなくィア 
  ie は、ィエ 
  iao はアをはっきりとヤオでなくィアウに近い 
  iou の第３声第４声では o が聞こえてィオウとなることが多い 
   １７番――ia ：日本語イャーに近い 
  ie ：日本語イェーに近い 
  iao ：日本語イャーオに近い 
  iou ：日本語イョーウに近い 
  ian ：イェンとなる 
  iang ：全体としてはイァン 
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   ２３番――ia、ie ：前弱く後強く 
  iao、iou ：前後弱く、まん中強く 
  ian、iang 前の i は弱く、後の母音は強く 
   ２４番――ia、ie ：始めそっと終わりは強くする 
  iao、iou：真中の音を強く 
   ２５番――ia、ie：後の音を強く 
  iao、iou：中央の音を強く 
   ２６番――iang は日本語のイャンに近い 
   ２７番――ia、ie は前の母音を弱く、後の母音を強く 
  iao、iou は真中の母音を強く 
   ２８番――ia、ie は初め弱く後を強く 
  「＜と＞の合体型」という記述から （真ん中を強く） 
   ３０番――ia、ie ：後強型 
  iao、iou ：中強型 
   ３３番――主母音を際立たせる。 
   ３４番――i の発音は瞬間 
   ３５番――＜型 後ろの方をはっきり長めに 
     ＜＞型 iao、ian 真ん中をはっきり長めに 
   ３６番――ia  ie 後ろを強く 
  iao  真ん中を強く 
   ３７番――ia  ie 後ろの方をはっきり長めに 
    iao  ian 真ん中の音をはっきり長めに 


















   ２７番、２８番、３０番、３３番、３４番、３５番、３６番、 
   ３７番 
  （日本語的拗音化助長の記述にはないが１３番、２２番も構造説明型） 
 ②仮名小文字型――-１５番、１７番、２６番 
 ③併用型――-２番、１２番 






















































 １番（ian はあり）、３番、４番、５番、６番、９番、１２番、１３番、２２番、 
 ２４番、２５番、２７番、２８番、３０番、３３番、３５番、３６番 
 








































特に最初の i は長めにしっかり」と説明する。 
 
 図５－３にある jiā、jiāo を拗音化させて「チャー」「チャオ」のように発音してしまう
と、本来（ロ）、（ハ）のリズムだったのに、実際のリズムは（ニ）（ホ）となり、（イ）（ロ）
に近似してしまう。この時 ji を有声音の「ジ」で発音し、さらに悪いことに、そり舌音を
調音する際、その調音部位が前寄りになってしまうなどすると、jia と zha、jiao と zhao 











単母音   jī       ♩        ・・・（イ）    
  二重母音 jiā   ♪♪    ・・・（ロ） 
                                       ＊通常、音楽では三連符 
             3            の最初の音が長いとされる    
 三重母音 jiāo   ♪♪♪  ・・・（ハ）     
       
    ♪♩ ・・・（ニ）  ♪♪♪ ・・・（ホ） 
 







 5.2.2  効果試験のための実験と結果 









は以下の   の中の記述で、これをクリニックと称する。時間は１０～２０分である。 
 
 １．筆者が図５－３を見せ、手をたたいて（イ）（ロ）（ハ）３種のリズムと、単母音、  
   二重母音／三重母音との関係を説明する。そして拗音化した音が、元々（ロ）の 
   リズムだったのに（イ）に近似し、（ハ）のリズムだったのに（ロ）のリズムに近 
   似してしまう例を聞かせる。 
 ２．学習者自身に先ほどの録音を聞かせ、自分の発音が拗音化していることを確認さ 














 １番―― 下午、想、漂亮、家里 
















表５B  ×－良くない  △－あまり良くない  ○－まあまあ良い  ◎－とても良い 
  ネイティブによる発音の評価 番号 ｲﾆｼｬﾙ 
性別＜ＣＤ＞ 
 被験者が発音を獲得した 
    主な方法・場所  クリニック以前  クリニック以後 
 1   T.M. 
女   ＜59＞ 
 中国語教室で週１を２か月 
 上海の大学に留学２年半 
     × 
下午 想 漂亮 家里のみ
     ○ ＋２段階 
下午 想 漂亮 家里のみ 
 2  E.Y. 
女  ＜60＞ 
 中国人個人教授週２を４か月 
 北京の大学留学２年 
     ×      ○ ＋２段階 
 3   M.M.  都内の中国語教室で２年半      ×       ○ ＋２段階 
女   ＜61＞ 
 4   N.W. 
 
女   ＜62＞ 
  大学で２年、短期留学２回 
 都内中国語教室半年 
 上海留学約１年 
      
     △ 
          
     ○ ＋１段階 
 5   Y.M. 
男   ＜63＞ 
 中国語教室で１年      ×      ○ ＋２段階 
  声調△ 
 6   K.Y. 
女  ＜64＞ 
 中国語教室で３年      △      ○ ＋１段階 
 7   Y.K. 
女  ＜65＞ 
 中国語教室で３年半      △      ○ ＋１段階 
 有気音△ 
 8  E.T. 
女  ＜66＞ 
 中国語教室で１年９か月      △      ○  ＋１段階
 第２声△ 有気音△ 
 9   K.I. 
男   ＜67＞ 
 中国語教室で６年半      △      ○  ＋１段階
 xとshほぼ同じ音 
10   Y.O. 
女  ＜68＞ 
 中国語教室で３年半      △      ○ ＋１段階 
11  N.K. 
女  ＜69＞ 
 ３か月上海留学、 
 日本の中国語教室で３か月 
     △     ○  ＋１段階 
 有気音△  
 “下”“写”強調しすぎ
 








































   この種の発音が進歩・改善する可能性がある。言い換えれば、日本国内では
   一般的にこうした点に気をつけて発音指導をしていない可能性がある。 
 ２）学習者に中国語の二重母音／三重母音を指導する時、日本語の仮名を用いる
   と、どうしても拗音化から離れられない可能性があるので、仮名を用いない





















（２）イアん：「ん」は –ng を表す。 
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6 章 中国語 –n／–ng の教え方・学び方に関する考察 



















 中国語の –n と –ng は、学習者が聴取弁別の上でも、生成においても困難を感じるこ
とが多く、そのため苦手感を抱いてしまいがちな音声の一つである。筆者はこれもまた、
教え方・学び方に問題があり、特に教え方に学習者のこの種の音声獲得のための情報と受
容し易い工夫が欠けていると考えた。現在中国語で –n と –ng を音節末に持つものは全
部で１６種あり、以下の通りである：–an、 –ian(yan)、 –uan(wan)、 –üan(yuan)、 
–en、  –in(yin)、  –un(wen)、–ün(yun)、–ang、  –iang(yang)、  –uang(wang)、 
–iong(yong)、 –eng、 –ing(ying)、 –ueng(weng)、 –ong。 本章では、まずそのうちの


























表６A－１   ×は「記述や図示なし」を、㊐は「日本語」を意味する。欄の中の長短点線以下は 
  鼻音の前の母音のための記述である。太字は「有効で適切な情報」を、網かけは「不
  適切な情報」を表わす。 
 番号 
   頁 
    –n の説明      –ng の説明  その他特記事項 
 1 
















   p.43 
 [a] 口を大きくあけ明るい音色
  のア 
 [ə] ｴともｱともつかぬ曖昧な母
音 
 [i] 力を入れてイを発音 
 ang： [] 口の奥でア 
 eng： [ə] 口奥でｱともｵとも 
         つかない母音 
  ing： [i] 力を入れてイを発音 
 正中断面図２種 
 ㊐「案内」「案外」の
「ン」は n と ng 
   
   
 3 
   p.14 
 
 an [an]： a を発音し舌先を上




 ang[aŋ] ： 口を大きく開け奥 
  寄りの a を出して「アン」 
 最後まで口を大きく開けたまま 









  a を少し前寄りに  奥寄りの a  
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表６A－２   ×は「記述や図示なし」を、㊐は「日本語」を意味する。欄の中の長短点線以下は 
  鼻音の前の母音のための記述である。太字は「有効で適切な情報」を、網かけは「不
  適切な情報」を表わす。 
 番号 
   頁 
    –n の説明      –ng の説明  その他特記事項 
 4 
      p.2 
 舌先を上歯茎にあてる  舌先をどこへもあてずに息を 




 音節が [n] で終わる前鼻音。 
 舌先を上の歯茎に押しつける 
 ようにして発音 







  専門 









 7 × × × 
 8 
    p.6 
 舌を上顎につけて息をせきとめ
 る「ン」。唇は半開き 
 息を鼻にぬく「ン」 × 
 9 
  専門 












 p.10 p.19 
「ほんと」の「ん」（n）    
            
「とんがり」の「ん」（ng）    
           
       × 
「案内」の「ん（n）」で、舌先を
 上歯茎におき口を閉じる 






 11  
  pp.18 
    －19 
 n の前の母音は唇寄り  ng の前の母音は奥より 
  
        
× 




  上歯茎裏につけて発音 
  例：アヌ、エヌ、イヌ、 
 舌はやや奥寄りで口は開いた 
  まま発音 
  例：アン、唇を半開きでヲン 
    唇を左右に引いてイン 
        
      × 
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表６A－３   ×は「記述や図示なし」を、㊐は「日本語」を意味する。欄の中の長短点線以下は 
  鼻音の前の母音のための記述である。太字は「有効で適切な情報」を、網かけは「不
  適切な情報」を表わす。 
 番号 
   頁 




 対」の 「ん」の要領で 
 13 
      
  p.20 
   主母音は –n にひかれて 
  せまく鋭い音に傾く 
 舌の付け根を持ち上げて息を口 
 へ入れないで鼻の方へ流す。 
 舌先は力なくたるんでいる。  
 「案外」「見学」の「ん」の要 
 領で 
 韻尾 –n、–ng の 
  違いは主母音の 
  音色にも変化を 








   
     p.18 
an の a はやや「エ」に近い前よ
 りの音色 
en の e は㊐「エ」に近い 
  
 ang のa はアとほぼ同じ。 
 eng のe は単独 e と同音色。 










  a の音色少し違う 
 16 
 nは舌端を歯か歯茎に押し付 
  けてン 
 ngは大きく口を開ければ 
  近い音「ん」が出る 
      p.8  enはエンに近い 
 
 engはオンに近いがあくまで 
  平口の構え 
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表６A－４   ×は「記述や図示なし」を、㊐は「日本語」を意味する。欄の中の長短点線以下は 
  鼻音の前の母音のための記述である。太字は「有効で適切な情報」を、網かけは「不
  適切な情報」を表わす。 
 番号 
   頁 



























   開け）発音 
 in：母音［i］。大胆に口角を横
   に引く 
 en：［e］は㊐「エ」に近い音。
   唇に力を入れず喉奥から 
   発声 
 ang：［a］をはっきり（口を大き 













  専門 
















      p.8 
 母音の直後に舌先を上顎に  
 しっかりつける       





 20        × ×      × 
 21 × × × 
 22 × × × 
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表６A－５   ×は「記述や図示なし」を、㊐は「日本語」を意味する。欄の中の長短点線以下は 
  鼻音の前の母音のための記述である。太字は「有効で適切な情報」を、網かけは「不
  適切な情報」を表わす。 
 番号 
   頁 










     p.10 
 
 –n の前の母音は前より。 
 "en"の e は「エ」に近く聞こ
 える 
 –ng の前の母音後より。"eng" 




   pp.2-3 






  軟口蓋につけ鼻から息を出す 
× 
 26 
      p.3 
 舌先を上の歯茎にあてる  舌のつけ根をもちあげ、舌先は 




     p.11 
 舌尖鼻音：舌先を上顎につけて








 「案内」に n が現れる  「案外」に ng が現れる  28 
   p.24    
   p.27 
 en の e は n が前寄りだか
 らややはっきり 





 29 × × × 
 30 








 31 × × × 
 32 
    専門 
 pp.74-75 
pp.124-129 




表６A－６   ×は「記述や図示なし」を、㊐は「日本語」を意味する。欄の中の長短点線以下は 
  鼻音の前の母音のための記述である。太字は「有効で適切な情報」を、網かけは「不
  適切な情報」を表わす。 
 番号 
   頁 
    –n の説明      –ng の説明  その他特記事項 




 ng は後舌面を口の奥高く持  
 ち上げ口蓋と接触させてつくる 
  「奥鼻音」。 
 直前母音、舌後ろ寄り 
  33 
  
  p.25 
  
 正中断面図 an の a  正中断面図 ang の a 
 an の a は前舌なの
で唇横に引く。ang の
a は㊐アと同じ  ㊐
の案内／案外のアの図
 34 
  専門 
 pp.47－ 













 an の前に n をつけると 
  発音容易。 
 舌先を上の歯茎につけない  35 
   p.12 
 
 n の前の母音はやや狭い母音  
２種の鼻音は前の母音
 に影響する 
 36 × × × 
 ng は舌先を上げずに発音  37 
   p.16 
 n は舌先を上歯裏につけて発音
   ang の a は㊐アと同じのどの 
  奥で発音 
 
       × 
 
































  閉鎖の場所  破裂音   鼻音 
  上と下の唇       ［b］  ［m］ 
  舌先と上の歯付近    ［d］  ［n］ 
























 6.1.2  表から読み取れることとそれに関する考察 
  6.1.2.1 音節末鼻音を中心とした考察 




本質的な情報が不足していると思われるものの番号を   で囲んだ。 
 
 １番―――本来 –n／–ng のための説明として記述された「案内の『アヌ』」の 
  ように」「アングリの『アン』のように」という説明により、それが an 、





  は後続の［n］［ŋ］の影響は受けないことになる。 
３番―――ang に IPA 用括弧［ ］で表示をつけているにもかかわらず［aŋ］
  とし前舌母音の [a] を用いている。また、an は「短め」、ang は「長
  め」としているのもうなずけない。学習者の中には確かに ang を長め 
  に発音することによって an と区別しようとしている者がいる。 
 ４番―――–n の説明として「舌先を上歯茎にあてる」だけでは–n 音は出ない。
  –ng の説明として「舌先をどこへもあてずに」という説明は良いが、後
  舌に関する具体的動きの指示をしないまま「息を鼻に通す」ことはうな
  ずけない。また、「息を鼻に通す」だけだと呼気音のみが聞こえてその他
  の音は出ない可能性がある。 
 ６番―――–n の説明として「最後がヌで終わる感じ」は破裂を伴う可能性があ 
  るので適切でない。「舌先を上歯茎裏につけたまま」という説明があった
  方が、学習者の誤解を招かない。 




  う出るのか説明がない。また–ng については「息を鼻にぬくン」として
  いるが、閉鎖の位置など具体的指示に欠ける。この著者は、–n も息を 
  鼻から抜く音であることを知らないのかもしれない。 
 １０番―――㊐「ほんと」の「ん」（n）「とんがり」の「ん」（ng）        
音声の説明にはなっていても、調音の説明になっていない。  
１１番―――–n の説明として「舌先を上歯茎におき」は良いが、「口を閉じる」
 は通常の考え方に従えば m の発音になってしまうため適切でない。著
 者はたぶん両唇で舌をはさむ状態をこう記述したのだと考えられる。 
 １２番―――–n の説明として「軽くヌと発音するように」という指示だと、破 
  裂させてしまうかもしれないので、適切でない。 
 １３番―――「音の流れをスッパリと断ち切ってしまう」という記述が不適切で
  ある。 
 １７番―――–n の説明として「音（空気）が鼻に抜けないように（空気が鼻の 
  中で共鳴しないように）」は不適切である。–ng の説明において「舌を反
  らせ、浮かせたりすることなく」は「舌を反らせたり浮かせたりするこ
  となく」の誤記と考えられるが、初学者は混乱してしまうかもしれない。
  この指導書の an と ang では、［n］と［ng］（この表記自体も不適切）
  の他はそっくり同じ説明でわざわざ字数を費やす意味がない。in と ing
  でも同様の説明がついている。en の［e］は［ə］の誤りか。また、「喉 
の奥から発声」という記述が合理的でない一方、［ə］か［］であるはず 
の eng の母音も［e］としているのも不適切である。 
 １８番―――–n の説明として「舌尖部で口腔をふさぐ。唇は閉じない」は正し 
  いが、その後、音を発するための指示が不足している。また「唇が響く」
  というのは合理的でない。–n の場合、口腔前方はほぼ塞がれており、唇
  が知覚可能な共鳴を発するほどの呼気はないと考える。–ng の説明で 
「舌根部で口を塞ぐ」は不適切であり、「舌根部」は「後舌」の誤りかも
知れない。またその後、音を発するための指示が不足している。 
 １９番―――–n の説明として「母音の直後に舌先を上顎にしっかりつける」と 
  いう説明そのものは誤りではないが、それだけでは–n 音は出ないので不
  適切である。 
 ２３番―――「『案内』の『ン』のように」が「舌先を上歯茎に押し付け」までし
  か修飾していないように読むと、声を出さずに息のみ鼻に送ってしまい
   –n は出ない可能性がある。–ng も同様。 
 ２４番―――音声の説明にはなっていても、調音の説明になっていない。 





  を意図したのかもしれないが、それであっても息をぬくだけでは–n 音は
  出ないので不適切である。–ng の説明として「舌のつけ根をもちあげ、
  軟口蓋につけ」という説明は正しいが、その後「鼻から息を出す」だけ
  では –ng 音は出ないので不適切である。 
 ２６番―――–n の説明として「舌先を上の歯茎にあてる」だけでは–n 音は出 
  ない。–ng の説明として「舌のつけ根をもちあげ、舌先はどこにもつか
  ない」だけでは–ng 音は出ず不適切である。 
 ２７番―――–n の説明として「舌先を上顎につけて終わる」では、–n 音は出ず
  不適切である。–ng の説明として「舌先を上につけずに下におろしたま
  まの状態をキープ」だけでは –ng 音は出ず不適切である。 
 ２８番―――（「案内」「案外」の「ン」以外具体的説明なし。） 
 ３０番―――–n の説明として「舌先を上の歯茎につけて、鼻から息が出るよう 
  に発音」では、何を発音すべきなのか具体的提示がなく不適切である。




  である。４番と同様。 
 ３７番―――４番、３５番と同様。 
  











































はほぼ同じ音であり、中国語 an と ang の a の対比までは正確に表していないので、む
















































































   ［n］   ［ŋ］ 
   図６－２ １５番の音節末鼻音調音時の呼気の流れ 
 
 筆者の中学／高校時代、英語の授業で、破裂を伴う –ng（４）を学習した記憶があるが、













 また –n との誤った対比に基づいて、すなわち音節中で –n が出現するタイミングは








        悪い例① xi - - - - - -ng 
  悪い例② xi - - -n - - g（［n］［g］２種の音の連続であると誤解） 
  良い例  xi - - ng - - - 
 
  図６－３ ［ŋ］発出のタイミングの悪い例と良い例 
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  ン］です（p.74）。 




















  のほうが盛り上がっている母音 
 “ang”の“a”は舌面の奥のほうが盛り上がった［］で示される少しこもった
  ような音色の［ア］に近い母音（p.127）。 
 “en”の母音は日本語の［エ］に似た少しあいまいな母音 
 “eng”の母音は単独で発音されたときの“e”に似た奥舌で発音される［オ］に















 ２番――― an ［a］口を大きくあけ明るい音色のア 
    in、 ing（共通）［i］力を入れてイを発音 
 １３番―――主母音は –n にひかれてせまく鋭い音に傾く 
    （「せまく」は音色ではなく調音方法、すなわち開口度について言っ
    ている可能性がある。） 
 １６番――― a の音色少し違う 
 ２８番――― en の e は n が前寄りだからややはっきり 
     eng の e は ng が後寄りだからややこもった音 
 ３２番―――［a］明るい感じの［ア］ 
    “ang”の“a”は少しこもったような音色の［ア］ 
    “en”の母音は日本語の［エ］に似た少しあいまいな母音 
    “eng”の母音は単独で発音されたときの“e”に似た奥舌で発音さ




























   ２番――― an ［a］口を大きくあけ明るい音色のア 
     ang ［］口の奥でア 
     en［ə］エともアともつかぬ曖昧な母音 
      eng ［ə］口奥でアともオともつかない母音 
   ３番――― an 少し前寄りに 
     ang 奥寄りの a 
 １１番――― n の前の母音は唇寄り 
     ng の前の母音は奥より 
 １２番――― en エヌ 
     eng ヲ（６）ン 
 １４番――― an やや「エ」に近い前よりの音色 
     ang 日本語「ア」とほぼ同じ 
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     en 日本語「エ」に近い 
     eng 単独の e と同音色 
     ing ゆっくり丁寧な発音の場合、i と ng の間にちょっと「ウ」に
      近い音色が入る。 
 １６番―――＜en＞は＜エン＞に近い 
    ＜eng＞は［オン］に近いがあくまで平口の構え 
 １７番―――［i］は大胆に口角を横に引く 
       en 日本語「エ」に近い音 
 ２３番――― –n の前の母音は前より 
     –ng の前の母音は後より 
     “en”の e は「エ」に近く聞こえる 
     “eng”の e は「オ」に近く聞こえる 
 ２８番――― en の e は n が前寄りだからややはっきり 
     eng の e は ng が後寄りだからややこもった音 
  ３２番――― yin（声母の後ろでは“–in”） しっかり“i”の構えをしてから［ン］
   に続く 
     ying （声母の後ろでは“–ing”）これも［イん］ですが、よく聴
   くと、“i”と“ng”の間に何かしらあいまいな母音が入ってい
   るように聞こえます。それは“i”から“ng”へ移るところで、
   口が平唇とはいえかなり開くからですが、そのような母音が入
   っているのがいい発音です。実はその奇妙な母音こそピンイン
   表記の上で姿を消している“e”の正体なのです。 
      “an”の主母音は［a］で示される母音に近い明るい感じのアで舌面
   の前のほうが盛り上がっている母音 
    “ang”の“a”は舌面の奥のほうが盛り上がった［］で示される
   少しこもったような音色のアに近い母音 
    “en”の母音は日本語の［エ］に似た少しあいまいな母音 
    “eng”の母音は単独で発音されたときの“e”に似た奥舌で発音さ
     れる［オ］に似た母音。 
 

















 ＜an、ang の母音の対比に関する考察＞ ここでは二重下線は省略する。 
















 ＜en、eng の母音の対比に関する考察＞ やはり二重下線は省略する。 
 en、eng の母音の対比については、２番「エともアともつかぬ曖昧な母音」「口奥でア
ともオともつかない母音」、１４番「en 日本語『エ』に近い」「 eng 単独の e と同音色」、
１６番「エンに近い」「オンに近いがあくまで平口の構え」、１７番「en 日本語エに近い音」、















 ＜in、ing の母音の対比に関する考察＞ やはり二重下線は省略する。 
 
   ２番「in、ing（共通）［i］力を入れてイを発音」――対比なし 
 １４番「ing ゆっくり丁寧な発音の場合、i と ng の間にちょっと「ウ」に近い
    音色が入る」（下線は筆者） 
 １７番「［i］は大胆に口角を横に引く」――対比なし 
 ３２番「yin（声母の後ろでは“–in”） しっかり“i”の構えをしてから［ン］に
    続く 
  ying （声母の後ろでは“–ing”）よく聴くと、“i”と“ng”の間に何か
    しらあいまいな母音が入っているように聞こえます。それは“i”から
    “ng”へ移るところで、口が平唇とはいえかなり開くからですが、そ
    のような母音が入っているのがいい発音です。実はその奇妙な母音こ
    そピンイン表記の上で姿を消している“e”の正体なのです」（下線は
    筆者） 
 





















  「–in の“i”は口角を強く引き舌尖を下の歯裏につけてイーの時のイを発音、–ing 










 つけたままヌと言っても良い。［n］の準備が十分できているかどうか確  
       認するには、呼気を出してみて、楽に呼気が鼻から抜けるようなら可。 
 –ang ――― 口を縦方向に全開し、口角は引かずに口の奥をなるべく大きく高
  く開けてアを発し、そのまま声を続けて、口の前は開けたままにしてン
  を発する。ア［］からン［ŋ］にかけて舌が上後方に引っ張られるのを
  感じることができ、またその直後、口の奥から鼻奥にかけての部分に強 
い圧迫感と狭窄を感じ、–an と比べ呼気は出にくい感じがする。 
 –en ――― できるだけ舌を後に引いてエを発し、そのまま声を続けて、舌の前
  部辺縁が上歯茎をぐるりと覆うようにつけ、舌の中～後部はなだらかに
  下げてンを発する。舌先を上につけたままヌと言っても良い。［n］の確
  認は –an とほぼ同様。 
 –eng ――― e ［］を発し、そのまま声を続けて、口の前は開けたままにし
て  ンを発する。［ŋ］の感覚の確認は –ang とほぼ同様。 
 –in ――― 口の縦方向は２割程度開け、口角を強く引き舌尖を下の歯裏につけ
  て日本語イーの感じで発し、そのまま声を続けて、舌の前部辺縁が上歯
  茎をぐるりと覆うようにつけ、舌の中～後部はなだらかに下げて、ンを
  発する。舌先を上につけたままヌと言っても良い。［n］の確認は –an と
  ほぼ同様。 





  は –ang とほぼ同様。 
 











































表６B－１ ×-良くない  △－あまり良くない  ○－まあまあ良い  ◎－とても良い 
       ネイティブによる発音の評価（筆者コメント） 番号 ｲﾆｼｬﾙ 
性別など 
  ＜ＣＤ＞ 
  
   主な学習方法・場所   クリニック以前    クリニック以後 
 1   N.K. 
  
女  ＜68＞ 
 大学で約１年  an、en、yin、ang、eng、
 ying 読み上げ順変則 




        ○  ＋２段階
        
 2   E.Y. 
  
 




      × 
an、yin、en、ang、
ying、eng 読み上げ順変則
      △  ＋１段階
  －ng まだ不明瞭 
  （en、eng の e 良くない）
 3   Y.K. 
 
 
女  ＜70＞ 
 大学で２年 
 都内の中国語教室で３年 




      △  ＋１段階
（－ng 出現ﾀｲﾐﾝｸﾞ早くなっ
 たが、その後やや長過ぎ。
 eng の e 良くない） 
 4   E.U. 
 




      △ 
   an ×    
(２種鼻音の差不明瞭。－n が
［］のよう、－ng微弱)  
      ○  ＋１段階
 
（eng の e 良くない）   
 
 5   M.M. 
 
女  ＜72＞ 
 都内中国語教室２年半 
 （２時間を週２回） 
      × 
   ang、ying ○ 
 （－n が［］のよう 
 eng の -ng 微弱） 
        
       ○  ＋２段階 
 （eng の e △）   
 
 
表６B－２ ×-良くない  △－あまり良くない  ○－まあまあ良い  ◎－とても良い 
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       ネイティブによる発音の評価（筆者コメント） 番号 ｲﾆｼｬﾙ 
性別、専攻の場合 
   ＜ＣＤ＞ 
  
   主な学習方法・場所   クリニック以前    クリニック以後 
 6   N.W. 
 




       △ 
    an、en × 
（an、en の －n が［］の
よう。－ng 出るが微弱） 
  
     . ○  ＋１段階 
 8   K.K. 
 




 –n 弱い （ying、eng  
 の－ng も微弱） 
         ○  ＋１段階
 前舌鼻音・後舌鼻音明瞭に
 （母音の差明瞭に） 
 9   M.K. 
 
男   ＜76＞ 
 
 大学で２年、中国語教室で３年       △ 
 (–n／–ng の違いを 
 時間差と思っている。 
  特に –n が微弱） 
        ○  ＋１段階
 （時間差でないということは
 理解した。en、eng の e
 がやや良くない） 
 10   K.N. 
女、専攻 
    ＜77＞ 
 大学で１年、中国人個人教授
 １年３か月、北京留学２年 
      × 
 yin、ying ○ 
         △  ＋１段階
 an、 ang 区別あまりな
い 





 ２）３番 Y.K.氏と９番 M.K.氏は、２種の鼻音の違いを、筆者が前述した「時間差
   による違い」と捉えていた。３番は、クリニック前で［］（本人は ［n］の
     つもり）出現後すぐに声を止めてしまっている一方、–ng （本人はそのつも
     りの音）の出現が遅く音節全体が間延びした感じがあった。クリニック後で
     も、やはり –n の出現直後すぐに声を止めてしまっている。３番のクリニッ
   ク後の –ng はよく調音できており、出現も遅すぎなかったのは大変良かった
   が、その後やや長過ぎの感がある。しかし、本人にとっては、–ng 調音時の
   身体感覚を確認する上で役立っていると考えられるので、その段階では敢え
   てそれを指摘はしなかった。今後テキストなどを読み上げる練習を積んで行
   けば次第に改善されると考える。９番も時間差の問題があったが、クリニッ
   ク後の録音を聞くと、クリニックを通して２種の鼻音の違いは時間差ではな
   いことを理解した様子である。 
 ３）筆者のこれまでの印象では、日本語母語話者学習者は –ng より –n の調音
     がまずい。今回のクリニック前の状況を見ても、４番 E.U.氏、５番 M.M.氏、 
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   ６番 N.W.氏、８番 K.K.氏、９番 M.K.氏のように、–ng より –n の調音の
     難度が高いようである。クリニック後はさほど両者の差がないことが観察で
     き、クリニックによって、–n の調音方法をある程度習得できたと推測できる。 
 ４）筆者の感想では、クリニック後も en や eng の e の調音が良くない学習者
   が５名（２番、３番、４番、５番、９番）いたことは残念であった。特に［］
   については、筆者の教え方や矯正の順序として、音節末鼻音より前に指導し
   てあるのだが、その定着が良くないということであろう。今後は、［］の指
   導についてもっと力を注ぐことにしたい。 
 ５）筆者の聴取で、クリニック前、２種の鼻音または –n を［］としている学
習   者が多いと感じた（１番、３番、４番、５番、６番）。筆者が平素からこのよ
   うに感じていることは、前述した。 
 ６）–n、–ng ともに、舌の正しい位置と形状を全員知らなかった。母音の違いも
   漠然としか知らない学習者がほとんどであった。–n の場合呼気が鼻から楽  
   に出ること、–ng の場合 –n に比べ少々出にくい感覚が生じることを全員知





 １）筆者が学習者の –n／–ng の習得に不足していると考える情報を補足・提示
     する実験を行なった結果、被験者の、–n／–ng の調音技術はある程度向上し、
   その発音はある程度改善したと考えられるので、仮説は証明されたと言える。 
 ２）–n／–ng の習得は、日本語母語話者にとって相当難しいと思われるので、必
   ず高い成果を出すためには、今後指導はもう少し時間を長くとる必要がある
   かもしれない。 
 ３）e［］の習得は eng にとって必須なので、音節末鼻音の指導以前に、力を












 第三版」に採用し一般化したもの。ヘボン(James Curtis Hepburn)は、幕末から
 明治にかけ滞日した、米国の宣教師・医師。 
  このほか、日本のローマ字には日本式と訓令式と、全部で３種あり、若干表記
 法が異なっている。日本式は 1885 年に田中舘愛橘が音韻学理論に基づき考案した
 ものだが、実際の発音と隔たりがあり、ヘボン式支持者と激しい議論があった結





（４）破裂を伴う –ng ：Giergerich(1992)によれば、英国中部地方の北部では、–ng は
 ［ŋg］と発音される。“Also, unlike the other two nasal phonemes, the velar 
 one is  not a phoneme in all accents of English: in the English North 
 Midlands, [ŋ] occurs only before /g/ or /k/, so that sung  is [sŋg] (or more 
 likely [sAŋg]) and singing [sIŋgIŋg] (p.297) 
 筆者の知人で英国北部マンチェスター在住の日本人女性によれば、その地方
 の発音では、sing の語尾 g の音は強く破裂させる由である。また、その地
 域の英国人小学校でも sing の n と g は分けて教えるそうである。 
（５）ん：この著者によると、［ŋ］のこと。 
（６）ヲ：この著者によると、［］のこと。 
（７）６種の母音、３組の対比：–in と –ing は、その起点において通常その母音は共通










































 7.1.1 呼気、筋肉の働き、有気音／無気音習得の問題 




場合を除けば重要ではないとされてきた。この説の源となる古典的学説は “The Edinburgh 
study of speech breathing” （Draper et al. 1959、1960）、（Ladefoged et al. 1958）であ
り（仮に「エデインバラ論文」と呼ぶ）、長らく音声言語科学の分野で強い影響を持ち、ま





 a）仕組みに関する情報の背景確立における誤り（原文：“errors in establishing 
  a backdrop of mechanical information”）  
 b）エディンバラ論文のデータとそれに対する記述との間の不一致（原文： 
  “discrepancies between data and statements about them”）  
 c）エディンバラ論文のデータに対抗し得るであろう、呼吸に関する他の知識との
  間の相克点（原文：“counterpredictive features between data and  
  other knowledge about breathing”）  
 d）呼吸器官の様々な部分を成す筋肉の貢献に関係する筋電図情報の採取法、描写
  法、および解釈法における不適切さ（原文：“inadequacies in acquiring, 
  portraying, and interpreting electromyographic information relative to 
  the muscular contributions as different parts of the breathing  







であった（Section ”Clinical Signs in Abnormal Function”）。結論として、発話における呼
吸、特に呼気生成には、腹筋群、すなわち腹直筋、外腹斜筋、広背筋なども確実に深く関
わり機能していることを下記のように報告している。 
 Several distinct functional differences between the accounts are apparent from 
 this brief summary of salient features: (a) the Harvard study（2） suggests that 
 the abdominal wall muscles are activated at all moments during speech 
 production, whereas the Edinburgh study  suggests this to be the case only at 
 the ends of very long utterances;  (b) the Harvard study suggests that the rib 
 cage wall muscles and abdominal wall muscles are coactivated at all moments 
 during speech production, whereas the Edinburgh study suggests this to be 
 the case only at the ends of very long utterances and that at times only the rib 
 cage wall muscles are activated or there is no activation of any muscles; and (c) 
 the Harvard study suggests that inspiratory and expiratory muscles of the 
 breathing apparatus are often coactivated to achieve net inspiratory, zero, or 
 expiratory muscular pressures, whereas the Edinburgh study suggests this is 
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 never the case, except for an occasional diaphragm reactivation at the end of 

























 The more recent view is that the abdominal muscles maintain activity 
 throughout  the expiratory phase of speech breathing and therefore help to 
 regulate the subglottal pressure for speech and song.  There apparently is an 
 efficiency advantage to the relatively continuous abdominal activity during 
 speech.  First, this activity supplies a kind of platform for gaining maximal 
 advantage from the expiratory actions of the rib cage.  If the abdominal 
 muscles were switched off, then the expiratory actions of the rib cage would 
 result in an abdominal expansion that would absorb some of the force 
 generated by the rib cage muscles――――that is, there would be a net loss of 
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 effective forces for expiration.  Second, the continuous activity in the 
 abdominal muscles could help to keep the diaphragm at an optimal length to 



















 現代日本語の特質はヨーロッパ語のように、子音から母音へ、コの音なら k か















































































































 図７－１ 日本語母語話者と英語（英国）母語話者の ”key” 発音の瞬間の呼気の様子 



















































 7.1.1 のまとめ 
 １）言語音声の発出には胸郭筋群のみならず腹筋群が確実に関係し機能する。 
 ２）優れた呼気保持（ささえ）能力を持つには肺を取り巻く呼吸筋の働き（横隔膜の緊 
   張）が欠かせない。 
 ３）中国語の無声有気音／無声無気音の生成には、口腔調音、喉頭調節、筋肉による呼 
   気の抑制／送り出しの３つのタイミングを適切に調節することが重要で、その習得 
が難しい。 
 ４）現代日本語の音声はアルファベットなどで「子音＋母音」という表記は可能である 
   が、音声の単位はあくまで拍であり、しかも子音部が軽く短く、母音部が強く大き 
   いので、その点で日本語母語話者は子音部の強い外国語の学習においてハンディが 
   あると言える。だからこそ日本語母語話者がそうした外国語を学習する際には、子 
   音生成に多くの注意を払うことが極めて重要である。 
 ５）日本語母語話者学習者にとって中国語無声無気音／有気音の生成習得のどちらが一   
   般的により困難かを論ずることはさほど意味がないが、現場の教師が何を障碍とし 
   て見ているかを知ることは、重要なことである。無気音では気音を発生させないた 
   めの具体的な方法をどのように教えるかが難題であり、また有気音では母語の影響 
   により通常日本語母語話者学習者の発する有気音は気音が弱く、特に語中で無気音 
   になってしまうことが難題である。この代表的な２種の難題を解決するには、生成 
   のメカニズム、特にタイミングについて説明・指導することが重要である。  
 
 7.1.2 中国語の無声無気音生成の条件 
  7.1.2.1 声門幅と使われる呼気について 






























































  7.1.2.3 声門閉鎖／狭窄および母音間の有声化に関して 
 趙(2002)は、中国語無声無気音が無声化した有声音であるとして、たとえば ［b］［d］
［g] のように表わし、母音間では有声化すると主張した（p.22）。しかし、筆者自身は以














































 １．女、３８歳、内蒙古自治区 ６．男、３６歳、丹東市（遼寧省） 
 ２．男、２３歳、瀋陽市  ７．男、４１歳、安徽省 
 ３．女、２３歳、大連市  ８．男、２３歳、山東省 
 ４．女、２２歳、吉林省  ９．男、２３歳、浙江省 






 ①杯子［pei553］  ⑥西班牙［i:55pan55ja:35］ 
 ②大概［t: 51ka51］  ⑦古代［ku:21ta51］ 
 ③概括［ka51khuo51］  ⑧大哥［t:51 k:55］ 
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 ④基地［i:55ti:51］  ⑨杂技［ts:35i:51］ 









 A・・・ 子音破裂発現の明瞭度 
 B・・・ 子音破裂時の無声性（F0 がなければ無声） 
 C・・・ 子音破裂直後のエネルギー低下（調音破裂後の声門閉鎖／狭窄の存在 
    の証拠） 
 D・・・ エネルギー低下直後の母音の急な立ち上がり 
  （迅速な声帯の外転（６）および急な声帯振動開始の証拠） 
 
に着目して分析・考察した。以上の分析・考察方法は、Kent & Read(1992)の６章 “The 
Acoustic Characteristics of Consonants” によった。たとえば、６番被験者の③概括
［ka51khuo51］（図７－２）は、A～D４項目すべて明瞭である。２番被験者⑧大哥 
［t:51 k:55］（図７－３）は、C および D があまり明瞭でない。また破擦音は必ず摩擦


























  図７－２ ６番被験者の③概括［ka51khuo51］の音声波形と 










  図７－３ ２番被験者⑧大哥［t:51 k:55］の音声波形と 

















   図７－４ １番被験者④基地［i:55ti:51］の音声波形と 

































 F 氏聴覚印象 
  による観察 
語頭  1 女 ○ ◎ ◎ ○ ○ 北京音に比べ硬い 軽微な声門閉／狭 
［p］  2 男 △ ○ △ ○ ？    ― 声門閉／狭 
   3 女 × △ ○ ○ ？ 喉頭緊張 声門閉／狭ほとんど無 
   4 女 × ○ △ ○ ？     ― 声門閉／狭 
 ①   5 男 ◎ ◎ ○ ◎ ○ 軽微な声門閉／狭 声門閉／狭 
杯子  6 男 ○ ◎ ◎ ◎ ○ 声門閉／狭割合明瞭 声門閉／狭 
   7 男 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 軽微な声門閉／狭 声門閉／狭 
   8 男 ◎ ○ ○ ○ ○ 軽微な声門閉／狭 軽微な声門閉／狭 
   9 男 ◎ ◎ ◎ ◎ ○     ― 軽微な声門閉／狭 
  10 女 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 明瞭な喉頭緊張 やや強い声門閉／狭 
語頭  1 女 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 北京音に比べ硬い 軽微な声門閉／狭 
［t］  2 男 ◎ ○ ○ ◎ ○     ― 声門閉／狭 
    3 女 欠損 欠損 欠損 欠損 欠損 喉頭緊張 声門閉／狭ほとんど無 
   4 女 ○ ○ ○ ○ ○     ― 声門閉／狭 
 ②  5 男 ○ ◎ ◎ ◎ ○ 軽微な声門閉／狭 声門閉／狭 
大概  6 男 ○ ◎ ◎ ◎ ○ 声門閉／狭割合明瞭 声門閉／狭 
   7 男 ○ ○ ○ ◎ ○ 軽微な声門閉／狭 声門閉／狭 
   8 男 ◎ ○ ◎ ◎ ○ 軽微な声門閉／狭 軽微な声門閉／狭 
   9 男 ◎ ◎ ◎ ◎ ○     ― 軽微な声門閉／狭 
  10 女 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 明瞭な喉頭緊張 やや強い声門閉／狭 
語頭   1 女 ○ △ ◎ △ ？ 北京音に比べ硬い 軽微な声門閉／狭 
[k］  2 男 ◎ ◎ ◎ ◎ ○     ― 声門閉／狭 
   3 女 ○ ◎ ○ ○ ○ 喉頭緊張 声門閉／狭ほとんど無 
    4 女 ◎ ◎ ◎ ◎ ○     ― 声門閉／狭 
 ③  5 男 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 軽微な声門閉／狭 声門閉／狭 
概括  6 男 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 声門閉／狭割合明瞭 声門閉／狭 
  7 男 ◎ ○ ◎ ◎ ○ 軽微な声門閉／狭 声門閉／狭 
   8 男 ◎ ◎ ○ ○ ○ 軽微な声門閉／狭 軽微な声門閉／狭 
   9 男 ◎ ◎ △ △ ？     ― 軽微な声門閉／狭 






































 F 氏聴覚印象 
  による観察 














 2 男 ○ ○ ◎ ◎ ○ 子音持続部短い ― 
 3 女 △ △ ◎ ◎ ？ 有声化ほとんど無 ― 
 4 女 △ △ ◎ ◎ ？ 有声化無、声門閉／狭無 ― 
 5 男 △ ×  ○ ◎ ？ 喉頭緊張 やや有声化 
 6 男 △ △ △ △ ？ 子音持続部短い 有声化ほとんど無 
 7 男 × × △ × ？ ― 有声化ほとんど無 
 8 男 × × △ × ？ 子音持続部短い、ﾗｯｸｽ  やや有声化 









10 女 × △ ○ × ？ ―  やや有声化 










子音ラックス  瞬間的声門狭めも 
有声化も無 
 2 男 △ ○ ◎ ◎ ？ 子音持続部短い      ― 
 3 女 △ ○ ○ ◎ ？ 有声化ほとんど無 ― 
 4 女 △ ○ ◎ ◎ ？ 有声化無。声門閉／狭無  やや有声化 
 5 男 ◎ ○ ◎ ◎ ○ 喉頭緊張 ― 
 6 男 ◎ ◎ ○ ◎ ○ 子音持続部短い  有声化ほとんど無 
 7 男 ◎ ○ ◎ ◎ ○     ― 有声化ほとんど無 
 8 男 × × △ △ ？ 子音持続部短い、ﾗｯｸｽ  やや有声化 












  10 女 


































 F 氏聴覚印象 
  による観察 










 2 男 
○ ◎ △ △ ？ 子音持続部短い やや有声化、声門
緩み 
 3 女 ○ △ △ × ？ 有声化ほとんど無 やや有声化 
 4 女 ◎ ◎ × × ？ 有声化無、声門閉／狭無 やや有声化 
 5 男 ◎ ◎ × × ？ 喉頭緊張 やや有声化 
 6 男 ○ ◎ ○ △ ？ 子音持続部短い 有声化ほとんど無
 7 男 △ ◎ ○ △ ？ やや有声化 有声化ほとんど無




















 Obstruents（９） are more often voiceless than voiced in most languages.  In 
 addition, voiced obstruents tend to become phonetically (partially or totally) 
 unvoiced when there is an adjacent unvoiced portion of the speech signal 
 manifesting a boundary as a silent period, or a voiceless consonant as an 













  被験者１  ＜118＞   被験者６  ＜123＞ 
  被験者２  ＜119＞  被験者７  ＜124＞ 
 被験者３  ＜120＞  被験者８  ＜125＞ 
 被験者４  ＜121＞  被験者９  ＜126＞ 
 被験者５  ＜122＞  被験者１０ ＜127＞ 
 
  7.1.2.4 声門閉鎖音における声帯以外の働き、重子音における有気音／無気音を分け
 る調音破裂と声門破裂のタイミングの違い 
 澤島（1988、初出 1982）は声門閉鎖音において肺からの気息を喉頭で完全に止めるのに






















初出 1982）に先立ち、Fujimura & Sawashima （1971）は、米国英語の ”fat teeth”、”bad 
teeth”、”fat d’s”、”bad d’s” を調音中の喉頭を 16-mm 映画（毎秒 64 コマ）で上から撮影
し、その様子を観察して、 
 
 ①/tt/ および /td/ 中の最初の /t/ （形態素末尾子音）の声門化（筆者補注：原文
  glottalization）に仮声帯が参加していること。 
 ②/tt/ の口腔の t 閉鎖区間の後半で後続の帯気音 /t/ のための仮声帯の外転と声 
  門開大がすでに始まっていること。 
 ③/td/ /dd/ の場合、仮声帯の①の動作が /td/ の時にはみられるが、/dd/ の時に























































       促音は、語中にのみ現われるが、（筆者補注：促音直後の子音は無声摩擦音を除き）
 無声区間が長いにもかかわらず声門の開きは語頭子音にくらべてはるかに小さい。
 （p.73）（下線は筆者） 































 7.1.2 のまとめ 
 １）これまでのファイバースコープなどによる実験で確認された限りでは、語頭の中国 
   語無声無気音は、口腔閉鎖の間ずっと声帯振動開始直前まで声門の開きは極めて小 
   さく、かつ子音の調音破裂の時点では、声門はほとんど閉鎖しているのが特徴的で    
   ある。また、語頭無声無気子音の生成のためには、声門以下の肺気流は基本的に極 
   少量であり、肺気流の強い噴出を防ぐため、肺を取り巻く諸筋肉は前述の呼気保持 
   によってある一定の声門下圧を維持しつつ声門破裂を待つ。一方、咽頭腔および口 
   腔内の滞留気は声道の回りの筋肉に圧迫され極少量の肺気流とともに、まず調音破 
   裂の口火を切り、それと同時に声門が破裂し、声門下にあった呼気が気圧の応援を 
   得てさらに咽頭腔および口腔内の気息を押し上げ無声無気子音の生成を行なう。従 
   って無声無気子音の調音破裂のための主たる原動力は声道を取り巻く筋肉の働きや   
   声門下圧であると筆者は考える。但し、この考えは 7.2 の最後で後述する、筆者自 
   身が日本語母語話者学習者に対し中国語無声無気音を指導しその有効性を確認した 
   方法から導き出したものであり、今のところ客観的実験による証明がなされていな 
   い。 
 ２）腹筋を含めた、肺を取り巻く諸筋肉による呼気保持は、諸筋肉を発散的に作動させ 
   ることに劣らず筋力を要することであり、同時に喉頭調節とのタイミングをうまく 
   合わせるには技術を要する。ネイティブ話者はそのメカニズムなど知らず何の苦も 
   なく行なうが、学習者は未経験のため、メカニズムの情報も必要であり、その情報 
   を自身で体現する練習が不可欠である。 
 ３）実地調査による、より客観的な観察を試みた結果、中国語無声無気音は語頭ではし 
   ばしば声門閉鎖／狭窄を伴い、語中でも前後の環境によって声門閉鎖／狭窄を伴う    
   ことが確認できた。また語中では多くの場合、たぶん前後の母音の影響により「や   
   や有声化」して聞こえるが、筆者は教学的な立場から、上記１）のような特徴を具 
   えた、中国語無声無気音の指導を心がけている。そのためには、喉頭緊張、声門閉 
   鎖／狭窄を学習の必須項目に掲げる。 
 ４）喉頭本来の気道防御機構として、声門とともに仮声帯も内転し、喉頭腔は強く閉鎖 
   する現象が発生し、この時は、肺から呼気を送りだそうとしても、喉頭で完全に止 
   められる。これに近い喉頭調節が発音時にもみられ、それによって出される音が声 
   門閉鎖音（glottal stop） あるいは声門破裂音と呼ばれ、音声表記では［］」とあ
ら 
   わされる。中国語無声無気音は程度の差はあれ、語頭において声門閉鎖音を伴うこ 
   とが多いが、その場合声門閉鎖／狭窄だけでなく仮声帯内転などにより喉頭腔が強 
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   く閉鎖し肺からの呼気をほとんど遮断する場合もあると推論できる。 
 ５）日本語の促音直後の無声閉鎖音は、大概の場合無声無気音になるので、学習者が中 
   国語無声無気音がどういうものかを観察する参考になる。しかし、何らかの理由に 
   よって声門破裂が口腔調音破裂より早く行なわれると、その無声破裂子音は容易に 
   有気音になってしまうので、日本語促音直後の無声破裂子音は必ず無気音になると 
   は言えず、中国語無声無気音の完全な習得を目指すなら、そのメカニズム、特に口 
   腔調音と声門閉鎖／狭窄／声門開大との相対的タイミングを習得することが重要で 
   ある。 
 
 7.1.3 中国語無声無気音／無声有気音と朝鮮語濃音／激音の比較 
 朝鮮語の平音（lax and slightly aspirated type）は母音間で有声化することが広く知ら










   と朝鮮語激音に比べ、子音の持続部における声門幅が著しく狭く、次の母音
   の声帯振動開始のタイミングが著しく早い。 
 ２）対立する各２者、すなわち中国語無声無気音と無声有気音、朝鮮語濃音と激
   音の持続部の長さを比べると、朝鮮語も濃音の方が長く、中国語も無声無気 







   1 : 0.676（Kagaya 1974、p.165 より筆者が計算） 
 中国語閉鎖音（無気音対有気音）で、 




   1 : 0.476（Kagaya 1974、p.165 より筆者が計算） 
 中国語破擦音（無気音対有気音）で、 




Iwata & Hirose(1976) の実験はまったく同一の条件下で行なわれた訳ではないから、単な
る参考的な数値である。 
 








授経験では、韓国人学生の中国語無声無気音 z 習得には少々困難があったそうである。 
  
 7.1.3 のまとめ 
 １）朝鮮語濃音（閉鎖音と破擦音）と中国語無声無気音は、母音間において、朝鮮語激 
   音と中国語無声有気音とに比べ、声門幅が著しく狭いため、調音閉鎖の破裂の時点  
   からみて次の母音の声帯振動開始のタイミングが著しく早い点と、対立する各２者 
   の持続部の長さを比べると、朝鮮語も濃音の方が長く、中国語も無声無気音の方が 
   長い点で似ている。 
 ２）持続部の長さの比をとってみると、朝鮮語濃音の方が激音に対し相当程度長い点で 
   中国語無声無気音／無声有気音の状況と若干異なる。 
 ３）韓国語母語話者学習者が、そり舌音以外の中国語無声無気音／無声有気音の習得に  
   全然苦心していないようであるのは、彼らの母国語にそれと似た濃音／激音がある 
   からだと推論できる。 
 

































 7.1.4 のまとめその他 
 １）有気音の場合は、少なくとも十分な呼気圧が保たれた条件下で、声門開大のタイミ 
   ング（口腔破裂のはるか前）、たぶん肺を取り巻く筋肉（当然腹筋群も含む）による 
   呼気の積極的な送り出しのタイミング、それに口腔破裂のタイミングの適切な調節 
   が必須である。 
 ２）ついでに 7.1.2 と 7.1.4 をまとめると、中国語無声無気閉鎖音の生成のメカニズ 
   ムは「口腔閉鎖中に声門閉鎖／狭窄を準備――口腔破裂――直後に声門閉鎖／狭窄 
   を解除し声帯振動開始」という順序を持つ。無声有気閉鎖音の生成メカニズムは、「口 























 表７B－１  ×は「記述や表示なし」を、㊐は「日本語」を、㊥は「中国語」を意味する。 
短冊やティシューを使用して有気／無気をチェックする方法を短冊方式と表わしてある。 
太字は「適切で有効な情報」を、網かけは「不適切な情報」を表わす。 
番号   掲載頁    有気音の説明    無気音の説明 その他特記事項 
 1 
 
    pp.16－17 
 強い息を出す音 
（閉鎖をきつくし、空気をパ







    p.28 p.32 








         p.9 





 4 × × × 
 5 
     p.19 p.21 








   専門      
    pp.10－11 
息を強く勢いよく一気に出 
 す  
閉鎖は軽く、息は弱くおさえ
 る 
       
× 
 7 × × × 
 8 









   pp.14－15 
破裂時に息を激しく出す   
気音が伴う 
 短冊方式 
  破裂時に息をそっと出す 
  気音が伴わない 
  短冊方式 
× 
  
10 × × × 
 11 
 

















    pp.3－4 
 息をため急速に破裂させて








 表７B－２  ×は「記述や表示なし」を、㊐は「日本語」を、㊥は「中国語」を意味する。 
短冊やティシューを使用して有気／無気をチェックする方法を短冊方式と表わしてある。 
太字は「適切で有効な情報」を、網かけは「不適切な情報」を表わす。 
番号   掲載頁  有気音の説明  無気音の説明 その他特記事項 
 13 
   




















 わない   短冊方式 
息が出るか出ないか 




       









 j、g は弱く 
 q、k は強く 
bu［pu］ 




     pp.4－5 
     p.7 
 pa=［p］＋息＋［a］   
 破裂後息を出してから 
 声（母音） 
 ba=［p］＋［a］  
破裂と同時に声 （母音） 
  
        




   pp.40－41 
つばを飛ばすくらい力強く 




  短冊方式 
有気音／無気音の違 
 いは呼気量 
 18  
 専門 
      p.10 
 気流のみの無声状態が長い
 （pa=ﾌﾟﾊｱののつもりで）
 限りなくマイルドに  
（d：英語 bed の d のつ
もりで） 
        
× 
 19 
      p.5 
肺からの呼気が口から出る図 肺からの呼気が調音部位付近
 にとどまっている図 
      × 
 20 × × × 
 21 
      p.4 p.6 
   pa ＝［p］＋息＋［a］    ba ＝［p］＋［a］ どちらも「パー」です
 22 × × × 
 23 







 24 × × × 
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表７B－３  ×は「記述や表示なし」を、㊐は「日本語」を、㊥は「中国語」を意味する。 
短冊やティシューを使用して有気／無気をチェックする方法を短冊方式と表わしてある。 
太字は「適切で有効な情報」を、網かけは「不適切な情報」を表わす。 
番号   掲載頁  有気音の説明  無気音の説明 その他特記事項 
 25   p.18   息を強く出して発音   息をおさえて発音 × 
 26 
        p.5 










     pp.5-6 
po ：ポでなくポゥオのよう
な音。息を一気に強く出す 
bo ：シッポのポ  濁音抜
きのボ 息を抑えて音を出す
× 
      
 28 
       pp.18 
po 生成模式図              
（子音を）息でやぶる 
bo 生成模式図 
（子音を）母音 o でやぶる 
× 
  
 29 × × × 
 30 










  おさえて発音 
 b：㊐バ行  d：㊐ダ行  










  31 × × × 
  32 
  専門 
    pp.45-49 
















  33 





























表７B－４  ×は「記述や表示なし」を、㊐は「日本語」を、㊥は「中国語」を意味する。 
短冊やティシューを使用して有気／無気をチェックする方法を短冊方式と表わしてある。 
太字は「適切で有効な情報」を、網かけは「不適切な情報」を表わす。 
番号   掲載頁  有気音の説明  無気音の説明 その他特記事項 
 34 
  専門 



















      p.10 
  強い息を伴って発音  強い息を出さずに発音 × 
 36 × × × 
 37 






  もれる 













 7.2.2  表から読み取れることとそれに関する考察 
 対象書３７冊のうち、有気音／無気音についてピンイン以外何も説明のないものは、４













































































































  7.2.2.4 声門開大／閉鎖の別、および有気音／無気音の生成メカニズムの違いへの言




   １３番「喉ぼとけ（声門）に力を入れ息を殺して、穏やかに」 
   ２７番「bo：シッポのポ」 












































































 有気音 ＜１＞・・・喉頭（声門）に力を入れすぎず、呼気を通し易くしておく。 
  ＜２＞・・・肺を取り巻く筋肉に力を入れ、肺の中の呼気を押し上げる。 
  ＜３＞・・・調音部位付近（閉鎖部分内壁）を呼気で強く圧迫する。 
    （＜２＞と＜３＞で「呼気の保持（ささえ）」を行なう） 
  ＜４＞・・・肺の周りの筋肉を積極的に強く動かすことにより、調音部
     位の破裂と同時に、強い呼気を放出する。 
  ＜５＞・・・呼気音を確認直後、母音を発出する。但し、あまり声（母
     音）を張り上げないようにすることで、全音声中の呼気の        


















  感じさせる。 
 ②学習者自身が自分の手を口の前におき、有気音（と学習者が考えているもの）
  を発して呼気の強さ、もしくは弱さを感じることにより、①との違いを比較さ






  認しながら行なうのが良い。 
 
   a. ［thu ］［thu ］・・・・・・ リコーダーのタンギングの 
         ように練習。 
     b. ［phu］で同様に練習。 
     c. ［khu］で同様に練習。 
 








   道周囲の筋肉の圧迫力で、声門から口腔閉鎖部分までの空間内
   圧を高め、さらに調音部位付近を軽く圧迫する。 








 By now you should be fully able to make a  glottal stop in a sequence such as 
 [aʔa] , so the next step is to learn to raise and lower the glottis. You can  
 recognize what it feels like to raise the glottis by singing a very low note and 
 then moving to the position for singing the highest  note that you possibly can.  
 If you do this silently you will find it easier to concentrate on feeling the 
 muscular sensations involved.  It will also help you to realize what you are 
 doing if you put your fingers on your throat above the larynx so that you can 
 feel the movements.  Repeat (silently) this sequence ――low note – very high 
 note ―― until you have thoroughly experienced the sensation of raising your 
 glottis.  Now try to make this movement with a closed glottis.  There will, of 
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 course, be no sounds produced by these movements alone. (p.121) 
 
 また、閉鎖音の生成と組み合わせて行なうには、やはり Ladefoged (1982) の説明が役に
立つ。ここでは“a velar stop（軟口蓋閉鎖音）”の生成法を取り上げている。 
 
 The next step is to learn to superimpose this movement on a velar stop.  Say 
 the sequence [k].  Then say this sequence again, very slowly, holding your 
 tongue in the position for the [k] closure at the end for a second or so.  Now say 
 it again, and while maintaining the [k] closure, do three things: (1) make a 
 glottal stop; (2) if you can, raise your larynx; and (3) release the [k] closure 
 while maintaining the glottal stop.  Don’t worry about step (2) too much.  The 
 important thing to concentrate on is having a glottal stop and a velar closure 
 going on at the same time, and then releasing the velar closure before releasing 
 the glottal stop.  The releasing the velar closure will produce only a very small 








































 7.3.1 有気音の実験とその結果 













  てもらう。（１回目録音） 
  ②必要に応じて＜呼気の保持訓練＞。 
  ③１回目の録音を聞かせ、問題点を被験者に説明。 
  ④クリニック実施。必要に応じ＜呼気の比率を高める訓練＞実施。 
  ⑤①と同じものを読み上げてもらう。（２回目録音） 































  み上げなどの通常状況下のように音節が複数続く場合、すなわち動態下 
  では、強い＜呼気の保持（ささえ）＞が必要である。 
 








  ツ語の［ç］よりやや後寄りの口蓋摩擦音［ç］である（服部 1962、p.107）
  が、舌を「チ」破裂直後の位置に保とうとする努力により、ごく自然に
  ［h］が出る。勿論実音 qī の提示も正しい調音習得に役だっているはず


































表７C     ㊥は「中国語」を意味する。 
  ×―良くない   △―あまり良くない  ○―まあまあ良い   ◎―大変良い 
      ネイティブによる発音の評価（筆者のコメント） 番号 ｲﾆｼｬﾙ  
性別など  ＜ＣＤ＞
  発音を学んだ 
 主な方法・場所     クリニック以前   クリニック以後 
大学で約１年     ○ ＋１段階 1    N.K. 
女  ＜80と81＞  
       △ 
（大きな声で出すと誤解、呼気弱）        
 2     E.Y. 
 




         
△ 
 （呼気弱） 
      
      ○ ＋１段階
  
 3    S.K. 
 





       × 
（大きな声で出すと誤解、呼気弱）
 
     ○ ＋２段階
 
 4    Y.K. 
女    ＜84＞ 
大学で２年 
都内㊥教室で3年 
       △      ○ ＋１段階
   
 5    M.K. 
女    ＜85＞ 
㊥教室で1年        × 
 （ほとんど呼気出していない）
     △ ＋1段階 
 
 6    K.T． 




  （声の方が大きい） 
     ○ ＋1段階 
 （呼気強くなった） 
 7    M.M. 




  （呼気弱） 
     ○ ＋１段階
 （呼気強くなった） 
 8    E.U. 
 




           
△ 
 
    ○ ＋1段階
 9    M.O. 
 
女    ＜89＞ 
㊥教室で1回2時間 
週３を1年半、1回3時





     ◎ ＋1段階   
（改善） 
          
 10    N.W. 
 






   （呼気弱） 
 
     ○ ＋１段階 
（呼気強くなった） 
 11    M.K. 
   





     ○ ＋１段階 
（まだ声は大きいが呼気
が強くなった） 







       △ 
 （声の方が突出している） 
       





  7.3.1.2  有気音の実験の考察 
  有気音の実験の結果から以下のような結果を得た。 
 
 １）今回の実験では、ほとんどの被験者に割いた時間が１５～２０分と短時間で 
    あったにもかかわらず、全員改善しており、特に３番 S.K.氏は２段階改善し
      た。 
 ２）対象指導書３２番（日下 2007）が「コエとイキは相性が悪い」と述べるよう
   な、母音（有声音）と呼気音の関係を理解できていない学習者がおり、「息を
   強くたくさん出しなさい」と要求しても、母音を大きな声で張り上げて発音
   してしまうことが有気音をうまく発音できない原因の一つとなっていると考
   えられる。これを踏まえ、有気音は小さな声で発しても、呼気の音さえタイ
   ミング良く明瞭に発すれば有気音となると説明すると改善する蓋然性が高い。
   呼気の比率を高めるには、破裂以前に、肺を取り巻く筋肉を緊張させ、肺か
   らの呼気を放出する準備をしておくことも有効である。 
 ３）今回の被験者全員が、有気音／無気音の生成メカニズムの違い、無気音生成
   のための声門閉鎖／狭窄、呼気発出の原動力の違いを知らなかった。 
 
 7.3.2 無気音の実験とその結果 










単純な“ gā、dā、zā、jī、bā”を、２番には“刚 gāng、在 zài、到 dào、走 zǒu、等
děng、就 jiù、波 bō”を、その他の被験者には“波 bō、边 biān、丁 dīng、到 dào、坐








  回目録音） 
  ②クリニック＜共通＞１および２実施。必要に応じ＜呼気の保持（ささえ）＞ 
  訓練を実施。 
  ③１回目の録音を聞かせ、問題点を被験者に説明。 
  ④クリニック＜無気音＞３実施。 
   声門閉鎖／狭窄付きのアー、イー、ウー、エー、オーを練習させる。 
  ⑤「声門閉鎖／狭窄付きアー、イー、ウー、エー、オー」の発音。（２回目録音） 
  ⑥クリニック＜無気音＞４実施。 






























 ×-良くない   △－あまり良くない   ○－まあまあ良い    ◎－大変良い 
 ネイティブによる発音の評価（コメント筆者）番号 ｲﾆｼｬﾙ  
性別など ＜ＣＤ＞ 
 発音を学んだ主な方法・場所 
  クリニック以前    クリニック以後 
 1    N.K. 
女 ＜93と94＞  
 大学で約１年       × 
 （ほとんどが有声音）
      ○ ＋２段階
（改善）       
 2    T．I． 
女 ＜95と96＞ 
 大学で約1年 △ 
 （静かな音と誤解して
いる） 
     ○ ＋１段階
（改善）    






      ○ ＋１段階
    




△      ○ ＋１段階
     








     ○ ＋１段階
     




△     ○  ＋1段階 
  
 7     M.M. 
女＜104と105＞ 
 ㊥教室２年半（２時間を週２回） ○ 
（静かな音を出している
感じ） 
     ◎ ＋１段階






     
    ○  ＋1段階 




      ○ 
（声門閉／狭少々弱） 
◎  ＋1段階 




      ○ 
（声門閉／狭弱） 
      ◎ ＋１段階
（声門閉／狭強化） 
11     K．K． 
男＜112と113＞ 
 大学で２年        ○ 
（声門閉／狭少々弱） 
     ◎ ＋1段階 
（声門閉／狭強くなっ
た） 




 ３か月、  北京留学２年 
      ○ 
（声門閉／狭少々弱） 
       ◎ ＋１段階
（声門閉／狭強化） 











  7.3.2.2  無気音の実験の考察 
  無気音の実験の結果から以下のような結果を得た。 
  
 １）全員改善しており、特に１番 N.K.氏は２段階改善した。 
 ２）中国語の無声無気音 b、d などを、一部あるいは全部、日本語のバ行、ダ行
   などで代用していると思われる被験者が、１番 N.K.氏、８番 E.U.氏、１３番
   M.K.氏の３人いた。今回はこの種の発音はそれほど多くなかったが、筆者は
   一般的にはもっと多く存在するという印象を持っている。 
 ３）中国語の無声無気音を、静かに発音する音であると誤解していると考えられ
   る被験者が、２番 T.I.氏と７番 M.M.氏の２人いた。 
 ４）無声無気音そのものは基本的にできているが、調音の際、声門閉鎖／狭窄が
   弱いか、少々弱い被験者が９番 M.O.氏、１０番 N.W.氏、１１番 K.K.氏、 
   １２番 K.N.氏の４人いたが、クリニックを経て声門閉鎖／狭窄を強化するこ
   とができた。 
 ５）今回の被験者全員が、中国語無声無気音生成のメカニズム、とりわけ声門閉






   提示する実験を行なった結果、被験者の有気音／無気音の調音技術はある  
   程度向上し、その発音はある程度改善したと考えられるので、仮説は証明さ
   れたと言える。 
 ２）今回、有気音／無気音をペアにする練習は行なわなかったが、筆者は通常無
   声有気音／無声無気音とも＜有気音＞３＜有気音＞４および＜無気音＞３＜
   無気音＞４まで達成したところで、pa/ba、ta/da、ca/za、qi/ji、ka/ga の
   ようにペアにして練習させる。最初からペアによる練習が一般的であるが、
   有気音と無気音では、生成メカニズムが異なるため、前述したとおり、有気
   音なら５種の中では p がより容易であり、無気音なら５種の中では g がより
   容易であると考える。そのため、最初無声有気音は無声有気音だけで、無声
   無気音は無声無気音だけで練習すると、調音部位が移動しても生成メカニズ
   ムは共通であることが明瞭に認識でき、習得に役立つと考える。 
３）今回の実験のような無声有気音／無声無気音の初歩的習得自体は、日本語母
   語話者にとってさほど難しいとは思われないが、それぞれの集中練習で一度
   習得できても、音節がたくさん連なって、しかも無声有気音／無声無気音が
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   入り混じっているものを読み上げたり話したりする場合、すなわち動態下で
   意識的に正確な発音を心がけないとしばしば呼気音の不足や声門狭窄微弱な
   どに陥り易いので、初歩的習得後さらにその種の混合練習を行なうことによ
   り、総合的な効果を上げる努力が必要である。今回そうした混合練習の実験










 （竹林、藤村 1965、p.44、p.63）」としている。 









 （Iwata & Hirose, 1976, pp.48－52）：Iwata & Hirose (1976、p.48) では、中国
 語無声無気閉鎖音（被験者 A 氏）の２例を除きすべて持続部の間中声門幅ゼロと
 報告されている。一方朝鮮語の無声無気音（濃音）に関して Kim (1970, p.109)
 は、“the glottis maintains its narrow opening during the entire closure phase 





 る生体組織で、これを含む上側を声門上部と称する（Kent 1997, p.105）。 
 内転は adduct の日訳。Kent(1997) によれば、「中心に向かって両側から近づく




（７）声門化：英語 glottalization の日訳。［p］、［t］、［k］などで、それぞれ唇、舌先奥 
 舌面による口腔の閉鎖に呼応して声門が閉鎖することをいう。（日本音声学会、
 1976、479 頁） 
（８）本格的有声音：持続部において声帯が振動して声を出す音を有声音といい、持続部










 ないか」と疑問を呈している（p.112）。服部（1962）では、Jones の ejective sound 
 ＜放出音＞、Pike の glottalized stop(s) などと同様であるような記述もある
 （p.141、p.145）が、それらと完全に同じなのか、異なる点があるのか、記述し






 か、もしくは吸気が進入した音を伴うことをいう。（日本音声学会 1976、665 頁） 
（１４）日本語「ヒ」の子音：これを国際音声字母［ç］で表すことに異論を持つ者もいる。
















































































（1982）巻末の語彙集では、retroflex を下記のように説明している。  
 
 An articulation involving the tip of the tongue and the back part of the 
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  いう条件を満たしていないことには言及していない。 
 ②“舌下部卷舌音”を真の“卷舌音”であると述べているにもかかわらず、直前









































































































 8.1.1 のまとめ 




   える必要があると考える。筆者は、“翘舌音”（そり舌音）は舌尖を巻かず、“卷舌音” 
   （巻舌音）は舌尖を後方に巻くという説明を行なう。 
 ３．さらに筆者は、教学現場で当該音声群を教える際、そり舌音／巻舌音２種を提示し 
   た上で、そり舌音を推奨・指導することを実行している。理由は後述する。 
 
 8.1.2 舌前部のどの部分を歯茎～硬口蓋前部につけるか／接近させるか 










     zh     ch 
 






いる痕跡は見当たらない（周、吴 1963、p.30）（図８－３）。また注目すべきは sh と r で
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は調音部位が異なる、すなわち r の調音部位は sh よりやや後にあることである。 
 
      sh    r 
 



























２．『普通话 语音・朗读・说话 训练教程』（钱 2003、pp.41－43）





 資料  呼称 舌の状態の説明その他特記事項（筆者による要約）           
                    
 １．呼称なし・・・・ 舌前部が持ち上がり、硬口蓋最前部を突っ張る。（図８－４によ
  ると、 zh は舌尖から舌端にかけての表の面が硬口蓋についている様子、
  ch は舌尖先端を中心に押し付けられている様子。sh、r は舌端表が上を
  向いている様子）  ――― 表 先端 
 
 zh（p.29）   ch（p.29）   sh（p.30）    r（p.30） 
                    
    図８－４ zh、ch の最初の構えと sh、r の調音正中断面図 
     （周、吴 1963）（再掲） 
 
 ２． 翘舌音 ・・・ zh、ch は舌前部が持ち上がり硬口蓋最前部を支える。sh、r 
  は支える代わりに接近して隙間を作る。（図８－５によると舌尖先端を中
  心に硬口蓋に押しつけられ、もしくは近づいている様子）  
      ――― 先端 
 
 
     zh、ch の共通図（p.41）    sh（p.42）    r（p.43） 
 








の場合とに分かれる。  ――― 表、先端、裏 
 
 ４．卷舌音・翘舌音・・舌尖を巻き上げ硬口蓋前部に相対する。（図８－６）（李、石 2007、 
  p.12）    ――― 裏 
   
 
                 








  ７によると zh、sh、r は舌端、ch のみ舌尖を中心に硬口蓋に接触また
  は接近している。）（朱川 1997、p.34、p.46）   










 zh（p.34）   ch（p.34）    sh（p.34）     r（p.46） 
 
 図８－７ zh、ch の最初の構えと sh、r の調音正中断面図 







     zh   ch    sh      r       
 １．（呼称なし） ―――  表  先端   表    表 
 ２．卷舌音   ―――     先端  先端   先端   先端 
 ３．卷舌音   ――― ４種とも（表、先端、裏） 
 ４．卷舌音・翘舌音  ―――  裏  裏   裏    裏 





 巻く   ・・・・・４例 





 表（「そり舌」派）  ・・・・・６例 


































  付した。 
 
 ・対象者①（北京人、５３歳女性）：この４種の子音を発音する時、舌尖がやや持
  ち上がり（原文：抬起）、chi、ri の２種を発する時呼気がやや強いと感















  上がり（原文：抬起）、硬口蓋前部に触れるか、もしくは接近。zhi、 

















 ・対象者⑤（北京出身、６４歳女性）：zhi、shi の時、舌尖はやや持ち上がり 
  （原文：抬起）、歯茎に軽く触れ、呼気は軽い。chi の呼気は割合強く、













  いにより、４種の音が出る。 
 ・対象者⑦（５３歳女性）：舌尖を持ち上げ（原文：抬）上歯茎と硬口蓋の先端に
































  のためにいくつかの MRI 撮像に協力してくれた人物でもある。面接聴取











 时使舌头卷起， 当然有些过度， 但是能有效克服发音时舌头向前平伸之习惯。―― 
 中略―― 我们认为，发这组音时，舌尖翘起并稍向后沿着齿龈和硬腭上，但


















   shi                              ri 
 










が 8.1.1 のまとめでそり舌音を推奨した理由の一つとすることができる。 
 
 8.1.2 のまとめ 
 １．筆者が中国の参考書を調べたところ、「巻かない」方法、すなわち「そり舌」派が断  
   然多く、その中では調音体が舌尖表側である場合と舌尖先端である場合とが約同数 
   である。 
 ２．面接聴取調査においても、純正な「巻く」方法は見られず、舌尖先端が調音体であ 
   る場合も含めて、「そり舌」派が多い。自身で「軽微巻舌」派もしくは「中間」派と 





   多く、筆者がそり舌音を推奨する根拠の一つとすることができる。 
   













    zh（p.58）    ch（p.59）    sh（p.60）    r（p.61） 
 








        是什么原因导致这样的误解，以为舌尖音只有舌尖接触上颚的呢？据估计，是因为




























  図８－１０ zh 調音のための最初の構えの正中断面図 




















































































   なり、良い共鳴を得やすい。 ・・・・・・そり舌音優位、巻舌音劣位 
 ２）動態調音が容易  ・・・・・・・・・・そり舌音優位？ 巻舌音劣位？ 
 ３）舌体前部～中部を動かさなくて良い。・・・・・巻舌音優位、そり舌音劣位 














 8.1.3 のまとめ 
 １．正中断面図によると、両脇舌や舌側が口蓋や歯茎に付着することが分かりにくいが、 
   付着により口腔内に一回り小さな、共鳴効果のさらに高い不完全閉鎖空間ができ、 
   これがそり舌音／巻舌音の必須条件となる。 
 ２．そり舌音の場合、舌体前部～中部を後方に引き、舌尖を歯茎～硬口蓋につけるか、       
   あるいは接近させれば、舌尖を反転させなくても構えができる。そして不完全閉鎖 
   空間の形状が比較的単純なため、両脇舌の歯茎、口蓋などへの付着が容易である。 
 ３．巻舌音の場合、舌体はほとんど動かさずに舌尖を反転させれば構えができるが、構 
   造上の理由により、両脇舌の歯茎、口蓋などへの付着が弱いため、そり舌音に比べ 
   共鳴空間の囲みの程度が低くなり、そのままでは良い共鳴を得にくい。但し両頬内  
   側を狭めることにより、囲みを強くでき、その結果共鳴効果を向上させることがで 
   きる。円唇や突出しはこのためにも役立つ。 
 ４．そり舌音／巻舌音は一長一短があるが、音声が連続する日常の条件下および日本語 
   母語話者学習者の習得において、筆者は舌尖を反転させる必要のないそり舌音を優 




  8.1.4   調音の状況と音色その他について 
 歯茎音とそり舌音／巻舌音の調音の状況および音色の差異について考えてみる。 
 






   （ア）調音部位が前、すなわち調音部位と口唇圏との距離が近い。 
 
   → その間の共鳴腔はほとんどないに等しく、調音部位で生じた音 
     に対してほとんど作用せず、調音部位がほぼ開口部に相当（高周
     波共鳴を除く）、調音破裂後、調音部位付近が開放的。 
 
   ➪ 音波の放射拡散容易、生成される音割合単純。 
 
   （イ）舌扁平で、両脇舌の歯茎や口蓋への付着が弱い。特に奥の部分の付着が弱い
   のが顕著。 
  
    → 不完全閉鎖空間の囲みが弱く、調音破裂後、前部の広がりが大
   きい。付着がさらに弱化。 
    


























   （あ）そり舌音の場合、舌尖および舌端が持ち上がり、舌体が後ろに収縮、舌尖は
   前を向き舌端が屈折するためと、軟口蓋左右垂下部分（歯茎最奥部の上方）
   が脇舌に付着するため、歯茎音に比べ歯茎、口蓋、軟口蓋による不完全閉鎖
   空間の囲みがより完全となり、同時に不完全閉鎖空間内側の形状がより球状
   に近づく。巻舌音の場合、舌体はほぼ動かず舌尖および舌端の一部反転、舌
   尖裏や両脇舌の歯茎や口蓋への付着は、歯茎音に比べ後部でより強固である
   ものの、強さはそり舌音ほど均一でない。加えて、不完全閉鎖空間の囲みの
   程度はそり舌音にやや劣るが、空間中央部はそり舌音より高さがあるので、
   球状により近く、共鳴に寄与する。 
    
  → 調音部位より後ろの不完全閉鎖空間がより良く閉鎖されていて囲み
      がより完全。不完全閉鎖空間内側の形状は歯茎音のように扁平でな
    く、球状により近い。また、円唇や口唇突出しをした場合、不完全
    閉鎖空間の閉鎖度向上、準開口部伸長。 
 
     ➪ 不完全閉鎖空間の共鳴効果高く、円唇や口唇突き
      出しがあった場合、共鳴さらに向上。 
 
   （い）調音部位広がり小  
  → 調音破裂後、調音部位付近比較的閉鎖的  ➪ 音波の共鳴大 
 
   （う）調音部位と口唇圏との距離遠い  
  → その間の準開口部では、さらなる音波の共鳴が加わる可能性 




   （え）巻舌音の場合、調音部位の形状が複雑  


























 8.1.4 のまとめ 
 １．そり舌音／巻舌音の舌、歯茎、口蓋で囲まれた不完全閉鎖空間の閉鎖はより完全で  
   共鳴効果が高く、一方、歯茎音の舌、歯茎、口蓋で囲まれた不完全閉鎖空間は閉鎖 
   の度合いが低いため、音波は拡散放射し易い。すなわち共鳴は小さい。また、不完 
   全閉鎖空間内側の形状は、歯茎音の方が扁平で、そり舌音／巻舌音は中央部の高度 
   があり、時には側壁が内側に寄るため、より球状に近く、共鳴効果がさらに向上す 
   る。 
 ２．歯茎音の調音部位と口唇圏（準開口部）との距離は短く、調音破裂直後や摩擦時の 
   調音部位および口唇の広がりは大きいため、調音部位で生じた音は容易に拡散放射 
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   して、共鳴が少ない。一方そり舌音／巻舌音は、調音破裂直後や摩擦時の調音部位 
   と口唇圏との距離は比較的長く、広がりも小さいため、調音部位付近で生じた共鳴 
   音がその子音の特徴として聞こえ易く、聴覚的に重要である。 
 ３．巻舌音の口腔内の共鳴の姿態は歯茎音に比べ複雑であり、その結果、柔らかい独特 
   な音色を生成できるが、そり舌音も巻舌音の複雑な共鳴現象を別の方法で代替し同 
   様の効果を上げることができる。すなわち、呼気流がまず調音部位より５mm～１０ 
   mmほど後方の歯茎もしくは硬口蓋に衝突し、その後歯茎を伝い、調音部位付近に達 
      するので、効率良く確実に調音できる。また呼気流が調音部位付近に達する以前に 
不完全閉鎖空間の一部である歯茎～硬口蓋の抵抗に遭うので、独特な複雑で柔らか
い音色を生成することができる。接近した部分の面積がある程度広い方が摩擦を起 
   こし易いという意味で、舌尖先端を立てるような調音は、外国語母語話者学習者に 
   あまり適当ではないと考える。 
 ４．筆者は、そり舌音／巻舌音の発音は正しく行なわれれば、音響効果はほぼ同様であ 
   ると考えるが、調音器官の運用面ではそり舌音の方が容易である点で優っていると 


































 舌先の部位  
２）舌の位置・状態、 
 調音方法、 IPA など 
 （zh、ch、sh、r の順）
    
   ３）その他特記事項 
 
1 




   × 
    裏 








 zh： 重苦しい感じのチの音 
 ch： 同じ場所で発音する強い息を伴った音 
 sh： 同じ場所で発音する摩擦音 
 r： 同じ場所で発音する有声摩擦音 
2 









  裏 
（図は先端） 
   












  という 
sh： zh、ch 同様舌先をそり上げるが硬口蓋に近
  づけるだけにして、舌との隙間に息を通し「シ」
  を発音 
r： sh 同様舌先をそり上げ硬口蓋に近づけて舌と
  の隙間に息を通し「リ」を発音 
図３種：（筆者注：すべて呼気表示なし） 
zh、ch 共通、 舌先上顎に付着している図 
sh、r 各１種 調音部位共通、r だけ声帯振動   
3 










   
  先端  
（記述と図 
 から判断） 
   










   につけず少し隙間を残し、
   そこから息を通す   
  
 zh： 無気音、息を抑えるように「ヂ」 
 ch： 有気音、息を強く出して「チ」 
 共通図３種 ①舌先が上顎についている図 
    ②肺からの呼気をためている図 
    ③肺からの呼気が口から出ている図 
 sh： その時声帯（のど）を振動させなければ  
   sh  「シ」 
 r： いきなり声を出して声帯をふるわせれば 
    r 「リ」 
 図各１種 狭め位置と肺からの呼気が口から出
てい 
  るのは共通。 r だけ声帯振動している 
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 舌先の部位  
２）舌の位置・状態、 
 調音方法、IPA など 
 （zh、ch、sh、r の順）
    
   ３）その他特記事項 
 
4       
  p.3 
 捲舌音 
（そり舌音） 
  不明 
舌先を上歯茎から少し奥につ
 け摩擦音を出す 
zh(i)  ch(i)  sh(i)  r(i) 
 ch は有気音の意味 





  専門 
   p.11 
  
   × 
  
 先端、表   
（記述から  
 判断）  
zh、ch：舌先をそり上げ上 
  顎の前部にあて息を抑え気
  味にして㊐チと発音 
sh、r：舌先をそり上げ上顎 
  に近づけ隙間を作り息を摩
  擦させるようにする 
 zh： 無気音 
 ch： 息を強く出して有気音      
 sh： ㊐シと発音 
 r： ㊐リと発音 
7      
  p.6 
 巻舌音 
 不明 
         
         × 
  
zh、ch、sh、r 舌の位置に注意発音     
zhi、chi、shi、ri 巻舌音の音色に注意 
   して発音 
8       
 
   p.7 
  
 そり舌音 
  裏 
（図から 
  判断） 
舌先をそりあげるようにして 




 け音を出す   
図２種：（筆者補注：ともに呼気表示なし） 
zh、ch 共通： 舌先が上顎についていて奥に
  向かう動きを表す矢印がついている図 








  先端 
（図から 





 裂摩擦して出すと ch 
sh、r：舌先をそらして上顎 
 の前部、歯茎の隙間から息
 を摩擦して出すと sh、 
 同様にして声帯を振動させ
 ると r 
 図４種：    




  口から出ているのは共通。r だけ声帯 










 舌先の部位  
２）舌の位置・状態、 
 調音方法、IPA など 
 （zh、ch、sh、r の順） 
    
   ３）その他特記事項 
 
10      
  p.4 
そり舌音   
 不明 
       × 
  








































zhi、chi、 shi、ri の時の i は舌先を上 
     げているため実際にはハッキリした    
  「イ」の音にはならない。しかし、口の 
    形は横にひいたイと同じ 
zhi ：「ヂ」と聞こえる 
chi： 「チ」と聞こえる 






12       
  p.4 
 そり舌音 


















 舌先の部位  
２）舌の位置・状態、 
 調音方法、IPA など 
 （zh、ch、sh、r の順）
    



























  発音 
ch： 有気音。息で舌先の閉 
  めを破る 
sh：舌先と歯茎の間を少し空
  けてその隙間に息を通す
r： sh を濁音で発音。 
   「り゛」の要領 
舌は先端が少しだけそり上がって、口 
 の中でつっかえ棒をしたよう。舌面  
 はスプーンのようにやさしくくぼむ 
 
 図 1 種：舌先先端を歯茎あたりにつけて 
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 そり舌音 







 せるだけ    r も摩擦音
 図 1種：（筆者注：呼気表示なし） 
 舌先が歯茎端あたりについている図 
r： shi を長く発音していると最後の部分が 
 ri になる。英語の r のような音と、zh の
 音に含まれる濁摩擦音を兼ね備えた音  
舌裏が上顎に相対する＝舌をそらせる 
15 
      
























      単一の音 
zh、ch、sh、r に続く i  は意識的に発 
     音しないでよい 
図２種： 
zh、ch 共通：肺からの呼気が舌先の手前に
  達している図 
sh、r 共通： 肺からの呼気が舌先と 
  上顎の間を通り口から出ている図 
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 舌先の部位  
２）舌の位置・状態、 
 調音方法、IPA など 
 （zh、ch、sh、r の順）
    
   ３）その他特記事項 
 
16      
  p.7 
 そり舌音 
 














































  摩擦音 
sh(i)  r(i) 
ch(i)： 口形、舌位置は zh(i) と同じ。 
   その位置で「チィ」と発し呼気の出し方
   も zh(i) とほぼ同様だが、有気音なの
      で呼気はできるだけ口外へ出すよう思 
      い切りよく発する 
sh(i)：口形、舌位置は zh(i) と同じ。 
     但し、摩擦音なので「シィー」という
   音を舌先と上顎の隙間に通し、単母音 
     ［i］を添える。㊐の「シー」では 
     ないので注意。 
r(i)：口形は zh(i)と同じ。ただ、舌位置は上
   記三つよりもう少し喉よりにする。これも
   摩擦音。㊐の「リ」ではないので注意。 
18 
  専門 
 
  p.10 
  p.22 
 巻舌音 
  









    舌尖～舌端であることを
    言っている）  
zhai と chai：巻舌上に響きがぽっちゃり
zhe と zhi：巻舌力で湿った音溜め 
zhi、chi、shi、ri： i なまる 
 sh ：（sはからっと舌歯音）ジメジメ舌上音 












 舌先の部位  
２）舌の位置・状態、 
 調音方法、IPA など 
 （zh、ch、sh、r の順）
    
   ３）その他特記事項 
 
19      
  p.5 
 そり舌音 
  不明 
× zh(i) 無気音  ch(i) 有気音  
sh(i) 摩擦音  r(i) 有声音 
20    × ×          × 
21 
 
  p.6 
  
 そり舌音 












22   
     
  p.4 
 そり舌音 
  不明 
    
× 
zh(i)無気音  ch(i)有気音   
sh(i)摩擦音   r(i)有声音    
そり舌音、舌歯音に続く “i” は単母音の “i”
 と異なる 
23 
        


























     息をためてから一気に吐き出す。- i［］
shi： 図を参考に、舌に力を入れて「シー」。
     - i［［］ 
ri： 図を参考に、舌に力をいれて「リー」。
    - i［］ 
図 4種： 
zh： 肺から出た呼気が舌先の手前に 
   達している図 
ch： 肺から出た呼気が舌先と上顎の間を通り
   口から出ている図 
sh： 上記 ch とほぼ同じ図 
r： 上記 ch、sh に加え、声帯振動 
24      
  p.3 
 そり舌音 
  不明 
       × 
  
 zh(i)、ch(i) 無気音・有気音 
 sh（i）、r(i) 摩擦音 
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 舌先の部位  
２）舌の位置・状態、 
 調音方法、IPA など 
 （zh、ch、sh、r の順）
    
   ３）その他特記事項 
 
25 
       









  せて出す 
sh(i)、r(i)：そり上げた舌 
 先を歯茎につけず少し隙間  
  を残し息を摩擦させ出す  
図 2種：（筆者補注：ともに呼気表示なし） 
zh(i)、ch(i)共通：舌先表が歯茎  
   端についている図 
sh(i)、r(i)共通： 舌先裏が隙間を 
   挟んで歯茎に対している図 
26 




 sh  裏 
舌先音は舌先を上に巻いて 
舌の先端から発音する。 
 zh－ch 無気音―有気音 
 r－sh 無気音－有気音（筆者補注： 
  ｚ－ｃ を無気-有気ペアに入れていない）
27 
  
      



















  て、奥の方へやや巻滑らし込みながら 
 息を自然に吐き出して発音 
ch(i)： 舌先を立て、上歯茎の出っ張りにつけ
  たまま、息を強く吐き出して発音 
sh(i)： 舌を上歯茎の出っ張りにつけず、少し
  隙間をあけて息を自然に吐き出す 




      
























共通図３種  ①舌先が上顎についている図 
    ②肺からの呼気をためている図 
    ③肺からの呼気が口から出ている図 
sh： 息を通すとき声帯（のど）を振動させず
   「シ」 
r： 息を通すとき声帯をふるわせて「リ゛」 
sh、r 図各１種 狭めの位置と肺からの呼気
  が口から出ているのは共通。 r だけ声帯
  振動 
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 舌先の部位  
２）舌の位置・状態、 
 調音方法、IPA など 
 （zh、ch、sh、r の順）
    
   ３）その他特記事項 
 
29      









      




  × 
  
   表 
（図から 










zh： 息を抑えて発音   ch： 強く発音 




  いるのは共通    
   r のみ声帯振動している図 
31      
  p.3 
巻舌音 
 不明 






    64 
 
pp.116 
















 せたまま zi を平唇で発音
 舌先そり返っている感じ 




 まま zi を発音。舌裏が天
 井に密着し、舌先が捲かれ
 ている感じ 
   ――濃い味の zhi 
 図 4種：（すべて呼気表示なし） 
 （筆者補注：pp.63－64 の図はすべて『图谱』か
  らの借用か？） 
  zhi 図 1 種 
ch(i)： zh(i)を有気音で発音 
   chi 図１種：zhi より舌中央が凹んでいる 
     図 
sh(i)： 摩擦音。zh(i)の条件を満たした上でむり
   やり「シー」あるいは「スー」を平唇で発音
   shi 図１種： 舌先の表が歯茎～硬口蓋に近
     づいている図 
r(i)： sh(i)の濁音。濁点つきリーのつもりで成功
   することも。 shi 発音時後半出現する音。









 舌先の部位  
２）舌の位置・状態、 
 調音方法、IPA など 
 （zh、ch、sh、r の順）
    






















 閉鎖され図の様に zh や 
 ch を発音する時の（破裂
 直前）状態になる。 
er の r と比較した子音 zh、r の正中断面図 
 （zh は閉鎖時の状態） 
  
zh、ch は無気音、有気音のペアで、chi は息を




































  舌が下顎から離れている、つまり舌が 
  宙に浮いている状態だということ。 
  
 r－は zhi、chi、shi のどれでもそのまま発
  音を引き延ばせば結局 ri の音になる 
  
 zh、ch、sh は j、q、x と舌先と舌はらの 










 舌先の部位  
２）舌の位置・状態、 
 調音方法、IPA など 
 （zh、ch、sh、r の順）
    
   ３）その他特記事項 
 
35 
    











              
            × 
36    ×          ×                × 
37 
     










   × 
  



































































無気音、ch(i)は有気音、sh(i)と r(i)は摩擦音」と、１９番と２２番は「zh(i) 無気音、ch(i) 





















   １番：裏、呼称なし 
  ＊２番：裏、呼称はそり舌音、図は先端を提示・・・実際は巻舌音 
  ＊５番：裏、呼称は（そり舌音）、図は先端を提示・・・実際は巻舌音 
    ＊１３番：裏、呼称はそり舌音・・・実際は巻舌音 
    ＊１４番：裏、呼称はそり舌音・・・実際は巻舌音 
    ＊１５番：裏、呼称はそり舌音（捲舌音）・・・実際は巻舌音 
    ＊１６番：裏、呼称はそり舌音・・・実際は巻舌音 
    ＊２５番：zh、ch は表、sh、r は裏、呼称は捲舌音 
     ・・・実際は zh、ch がそり舌音 
  ２６番：zh、ch、sh につき裏、呼称は舌先音 
       ・・・実際は巻舌音 
    ＊２７番：先端、呼称は巻舌音・・・実際はそり舌音 
    ＊３２番：先端および裏（裏を推奨）、呼称はそり舌音 
   図は先端と表を提示 ・・・実際は巻舌音を推奨 
  ３４番：先端、呼称は浮き舌音・・・実際はそり舌音 









   ３番：先端（記述と図から判断）、呼称はそり舌音 
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   ６番：先端と表（記述から判断）、呼称なし 
  ＊８番：裏（図から判断）、呼称はそり舌音・・・実際は巻舌音 
  ＊９番：先端（図から判断）、呼称は捲舌音・・・実際はそり舌音 
    ＊１１番：先端と表（記述から判断）、呼称は捲舌音・・・実際はそり舌音 
    ＊１２番：裏（巻き舌と言う記述から判断）、呼称はそり舌音 
       ・・・実際は巻舌音 
  １７番：表と先端（記述から判断）、呼称はそり舌音 
    ＊２１番：裏（記述から判断）、呼称はそり舌音・・・実際は巻舌音 
  ２３番：先端（図から判断）、呼称はそり舌音 
  ２８番：先端（図から判断）、呼称はそり舌音 
  ３０番：表（図から判断）、呼称なし 

















































































  8.2.2.3 調音方法を中心とした考察 
 次に調音方法について考察してみる。sh、r は摩擦音であり、zh、ch は破裂音と摩擦音









ると考えられる。１番、２番、３番、５番（sh と r のみ、zh と sh は図で説明）、６番、 
１２番、１３番（r のみ）、１５番、１７番、２３番、２８番、３２番（sh と r のみ）の 
１２冊がそれに当たり、２４冊中５０％を占めるが、下記のような不適切な記述や表示（網
かけ）もある。 
   ２番：zh 「息をおさえチ」  
   sh、r  ・・・・・・・・  調音部位共通の図 
   ３番：zh 「息を抑えるようにヂ」 肺からの呼気をためている図 
   ５番：zh  ・・・・・・・  肺からの呼気をためている図 
   sh 「息を隙間からそっと出しシを発音」 
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   r  「sh と同じ構えで息を強くリを発音」  
   ６番：zh 「息を抑え気味にして」 
   ９番：zh  ・・・・・・・  肺からの呼気をためている図 
  １２番：zh、ch、sh、r 「につけて摩擦させながら」 
  １３番：r  「『濁点つきリ』」の要領」 
  １５番：zh 「息を抑え」    肺からの呼気をためている図 
  １７番：zh、ch、sh  「舌の位置（筆者補注： 
     調音部位）を上顎の半ばぐらいで 
     固定」 
    zh 「無気音なので呼気はできる 
     だけ口蓋内へとどめる」 
  ２３番：zh  ・・・・・・・・・  肺からの呼気をためている図 
      「息をゆっくり出す」 
  ２８番：zh 「息を抑えるように」    肺からの呼気をためている図 
  ３２番：zh 「舌先を歯茎から軟口蓋（筆者補注：たぶん『硬口蓋』の
    間違い）にかけしっかりあてる」 
   zh、ch、sh、r 「奥歯をかみあわせたまま」 
  ３４番：（指定の位置に舌先を近づけ）そのまま「シー」と強く摩擦させ 
      声（母音）を出す 
 






とした。また sh と r の調音部位は異なるため、２番の sh と r 共通の図、および５番の「r
は sh と同じ構えで」という表記は不適切である。１２番は破裂をうまく説明していない。







 １６番と２１番の２冊は ＜zi、ci、si＞ をそり舌音で発音したものが ＜zhi、chi、 
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   ４番：舌先を上歯茎から奥につけ摩擦音を出す 
   ８番：zh、ch  軽くつけ、離しながら 
      sh、r  上顎に近づけ 
   ９番：zh、ch 息をため破裂摩擦して 
      sh、r 隙間から息を摩擦して出す 
  １１番：zh ユックリと舌先を離す 
   ch 舌先を息で吹き飛ばすように 
   sh、r 僅かに離しその位置をキープしたまま舌先に息を感じ 
       るように 
  １３番（ア）と重複：zh 息を喉で殺し  
   ch 息で舌先の閉めを破る 
   sh 舌先と歯茎の間を少し開けてその隙間に息を通す 
  １４番：zh、ch 舌先を歯茎あたりに置き発音 
   sh、r 接近させるだけ 
  ２５番：舌先を上の歯茎より少し奥につけ摩擦させて出す 
  ２７番：zh 息を自然に吐き出して発音 
  ３０番：zh 息を抑えて発音 
   sh 硬口蓋につけ摩擦させながら発音 
   





























  8.2.2.4 その他の考察 
 中国語 r について、中国語 zh、ch、sh いずれかの音節後半もしくは末部に現れるとい
う記述がいくつかある（網かけ）。 
 
 １４番：shi を長く発音していると最後の部分が ri になる 
 ２１番：＜zhi、chi、shi＞を発音すると、どの音節にも後半に ＜ri＞ が現 
  れるので、＜zri、cri、sri＞のような感じ 
 ３２番：shi 発音時後半出現する音 
 
 これについて内省や観察をしてみると、確かに shi のほぼ後半や zhi、chi の摩擦部分
も ri にやや似た音が混じるようである。筆者の推論では、英語などで R 音（rhotic）と呼
ばれている音の軽微なものではないかと考える。元々中国語そり舌子音 r は一般的傾向と
して、巻舌でない標準的英語の /r/ より摩擦音が強いが、これも R 音に属すると仮定する
と、中国語そり舌音／巻舌音 zh、ch、sh３種は摩擦部で R 音化（rhoticized）するため、
それを中国語そり舌／巻舌音 r と聞いてしまう可能性があると推論できる。これについて
は機会を改めてサウンドスペクトログラムの F３を観察・研究する必要があるが、重要なこ
とは、sh は無声、r は有声であるのみならず、調音部位も異なるということである。sh の
調音部位は歯茎付近であり、r の調音部位は sh よりやや後ろ、硬口蓋前部付近であって、
『图谱』周、吴（1963、p.30）でもそれは明らかである（図８－１１）。ゆえに２番の sh
と r の調音部位が共通である図や、５番の「r は sh と同じ構えで息を強くリを発音」とい





             sh（p.30）           r（p.30） 
 




  がある。 
２．舌先（したさき）の上顎への付着や接近に関する記述に重点がかかり過ぎ、両脇舌の 
  口蓋への付着がほとんど無視されている。 
３．破裂＋摩擦などの調音方法がうまく説明されていない。図にも問題がある。 
４．zh 破裂時無気性の説明が不適切である。 



















 8.3.1 そり舌音の実験とその結果 















   おり、呼気が上歯裏に当たった後それを伝って舌との間をこすり抜けることにより 
   音が生成されることを、被験者に確認させる。 
 ２．次に［］の位置から、舌尖は表のままにして、調音部位を奥に向かって少しづつ移 
   動させ、移動した都度、摩擦音を発出して被験者に聞かせ、被験者にも同様にさせ 
   る。その際、舌と歯茎や上顎が最も接近している部位より５㎜～１０㎜手前の部位 
   に呼気を当てるような感じにする。舌尖表が歯茎後部の辺りに来るまで行ない、そ 
   こで中国語 shi を聞かせ、それが shi であると告げる。綴りに i が入っているが、 
   ことさらそれを発音する努力をしなくて良いことも指導する。 
 ３．被験者に２．の「［］～中国語 shi」を何回か行なわせ、それがうまく行ったらい   
   きなり中国語 shi を発出させる。その際、呼気を調音部位より少し手前に衝突させ 
   るような感じにすること、両脇舌をしっかり口蓋に付着させること、できれば口蓋 
   帆も下げることでこの付着を助けること、十分な響きが得られない時は口唇を突き 
   出したり両頬内側を中心に向かって引き寄せたりすることなどを告げ、つねに自分 
   の耳でより良いそり舌音の音を聞きとりながら生成することを推奨する。 
 ４．shi が十分にできたら、同一の位置で舌尖辺縁を含む脇舌を口蓋に付着させ、無気 
   破裂音の要領で呼気を出した後、隙間を保って shi と同様の「こする音」を生成す  
   るよう指導し、それが中国語 zhi であると告げる。（今回のそり舌音被験者はすべて 
   有気音／無気音を習得済みである。）その際、破裂の時のみ無気であって「こする」 
   時には無気性を気にしなくて良いこと、子音を生成するための呼気はなるべく長く 
   続けることを指導する。 
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 ５．zhi を有気音で発音することにより、chi を指導する。 
 ６．shi を発音してみて、舌先（したさき）の、呼気によってこすられるいちばん手前の 
   部分よりやや手前の部分がこすられるように、かつ呼気をその部分より５㎜～１０ 









表８B－１  ㊥は「中国語」を意味する。 
  ×―良くない   △－あまり良くない  ○－まあまあ良い   ◎－大変良い 




    クリニック以前     クリニック以後 
 1      
   ＊N.K.  
女 ＜128＞ 
 大学で約１年 zheng shang shuo zhe shao
ren  rang  chuang 
 sh× r○  zh× ch△ 
 zhi chi shi ri zhe che she re
 zhi △  chi △   ＋１段階
  shi △   ri ○      
 2      





 什（么） 时 人 窗 谁 这 绍 
          概ね △ 
   什（么） 时 人 窗 谁 这 绍 
      概ね ○  ＋１段階 
 3      





 什（么） 时 人 窗 谁 这 绍 
     
       すべて× 
什（么） 时  人  窗  谁  这  绍
△     △  ○ ○ ○ ○  ○
            ○  ＋２段階 
 4      





 人  窗  上  说  这  绍  让  
                
          × 
  人  窗  上  说  这  绍  让 
            
            △  ＋１段階 
 5      




 人  窗  上  说  这  绍  让  
             
          × 
   人  窗  上  说  这  绍  让
             
            △   ＋1段階 
 6      




 人  窗  上  说  这  绍  让 
           
          × 
   人  窗  上  说  这  绍  让
         
            △  ＋1段階 




  ×―良くない   △－あまり良くない   ○－まあまあ良い   ◎－大変良い 




    クリニック以前     クリニック以後 
 7  




 人  窗  上  说  这  绍  让   
 
          × 
  人  窗  上  说  这  绍  让 
            △  ＋１段階 
 （呼気の重要性まだ分かっていな
い） 
 8  





 人  窗  上  说  这  绍  让   
 
          × 
   人  窗  上  说  这  绍  让 
         
            ○  ＋２段階 
  9  





 人  窗  上  说  这  绍  让   
 
          △ 
   人  窗  上  说  这  绍  让
             ○  ＋１段階 
 （呼気強くなった） 
 10  




 人  窗  上  说  这  绍  让   
 
          ○  
   人  窗  上  说  这  绍  让 
           
         ◎   ＋１段階 
 11 
   M.K. 
女、専攻 
  ＜138＞ 
㊥教室で３年  人  窗  上  说  这  绍  让  
 
         ○ 
   人  窗  这  绍  让 
上、说：機械の調子悪く録音できず
○   変化なし 
（zhe 母音良くない） 
 12 
   K.N. 
女、専攻 





  人  窗  上  说  这  绍  让  
 
         △ 
   人  窗  上  说  这  绍  让
         
          ○   ＋２段階 
 
   
8.3.1.2  実験の結果 
 実験の効果を考察する。 
 ①１２名の被験者のうち、改善しなかったのは１１番 M.K.氏のみで、あとは 










   実験を行なった結果、被験者（実験に参加した学習者）のそり舌音の調音技術は向 
   上し、その発音は改善したと考えられるので、仮説は証明されたと言える。 
 
 ２）しかし、日本語母語話者学習者、とりわけ初学者にとって、中国語のそり舌音の調 
   音姿勢は相当困難であるらしく、一度調音できてもそれを継続、定着させるために 
   は教師の忍耐強い指導と本人の忍耐強い練習が必要である。筆者は今回の実験を通 
   じ、改めてそう感じた。一般に日本語母語話者に対し行なわれている中国語の発音 
   教育は、様々な理由、たとえば発音にかける時間が少ない、１クラスの人数が多す 
   ぎる、教師が発音教育の達成を最初から諦めている、教師も学習者本人も時間がか 
   かる正しい発音の習得より発音は不確かでも何しろ通じる中国語の習得を優先する 
   傾向があるなどの理由でなかなか理想的には行かない。が、少なくとも教える側は 
   常に正しい情報を提示する努力を怠ってはならないことは疑いない。そのためには、 
   絶えざる発音の内省と観察が必要である。教師はネイティブの規範的な発音を自身   
   で心がける一方、学習者の良くない発音に接した場合、どうしてそうなるのか、自 
   身でもそれを模倣して正しい発音との差異を研究した上で、学習者に分かりやすい 
   情報を提示し具体的に指導すべきである。筆者はそれを心がけているつもりである。 
 
 ３）今回の実験では時間を２０～４０分に設定し、すべてその場で口頭で情報を伝達し 
   たが、今後は文書で情報をまとめてあらかじめ伝達しておいた上で、対面指導を短 
   時間行なう方法を考えて行きたい。対面指導は理想的ではあるが、１回に指導でき 




















 性 ２）一致性 ３）十分性 ４）標準性 ５）時代合致性 を有する必要があ
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